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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有すると共に、固有のデータ配
列及びビット配列をフィールド単位で規定する固有フォーマットに基づいたオーディオデ
ータを受け入れ、少なくとも該オーディオデータのベースバンド処理を行う入力部と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本のデータ配列及びビット
配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに基づいたオーディオデータを処理す
るように設計されており、サンプリング周波数に応じたクロックで動作し基本フォーマッ
トに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行う処理部と、
該処理部から出力されたオーディオデータを記録媒体に書き込む出力部とからなるデジタ
ル音声記録装置において、
該入力部と該処理部との間に変換部が配されており、オーディオデータの固有フィールド
周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォーマットが基本フォーマットと異な
る時、前記変換部は、固有フォーマットを基本フォーマットに適合させつつ、固有フィー
ルド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該サンプリング周波数を変換してオー
ディオデータを該処理部に渡し、
前記処理部は、該変換されたサンプリング周波数に応じたクロックで動作し、該基本フォ
ーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行うことを特徴とす
るデジタル音声記録装置。
【請求項２】
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　前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる
一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サンプ
ルのビット数を組替えて固有フォーマットを基本フォーマットに適合させると共に、一フ
ィールド当りのサンプル数を変えることで該サンプリング周波数を変換することを特徴と
する請求項１記載のデジタル音声記録装置。
【請求項３】
　一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当
りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、入
力されたオーディオデータのサンプリング周波数を変換して一フィールド当りのサンプル
数を補正し、以って一フィールド当りの補正されたサンプル数と一サンプルのビット数と
の積で決まる一フィールド当りの補正された総ビット数を、基準フォーマットで決まる一
フィールド当りの総ビット数に合わせることを特徴とする請求項２記載のデジタル音声記
録装置。
【請求項４】
　一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当
りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、不
足するビット数に見合うダミーのデータを固有フォーマットに付加して一フィールド当り
の総ビット数を補正し、以って固有フォーマット側の総ビット数を基準フォーマット側の
総ビット数に合わせることを特徴とする請求項２記載のデジタル音声記録装置。
【請求項５】
　前記変換部は、シリアルに配列したサンプルのビットストリームからなるオーディオデ
ータを固有フォーマット側のビット数単位でＦＩＦＯに書込み且つ基本フォーマット側の
ビット数単位で読出して、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数を組替
え固有フォーマットを基本フォーマットに適合させることを特徴とする請求項２記載のデ
ジタル音声記録装置。
【請求項６】
　前記変換部は、固有フィールド周波数に同期して該ＦＩＦＯに対するオーディオデータ
の書込み及び読出しを制御し、以って固有フォーマットを基本フォーマットに適合させる
ことを特徴とする請求項５記載のデジタル音声記録装置。
【請求項７】
　前記処理部は該変換部を変換手段として内蔵しているとともにオーディオデータのエラ
ー訂正用の符号化処理を行なう符号化手段を含んでおり、
前記変換手段は、オーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異
なり且つ固有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、固有フォーマットを変換し基
本フォーマットに適合させた上でオーディオデータを該符号化手段に渡し、
前記符号化手段は、所定のサンプリング周波数に応じたクロックで動作しつつ、固有フィ
ールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じた割合で随時休止を入れながら該基本
フォーマットに適合されたオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行うことを特
徴とする請求項１記載のデジタル音声記録装置。
【請求項８】
　前記変換手段は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決ま
る一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サン
プル当りのビット数を組替えて固有フォーマットを基本フォーマットに変換することを特
徴とする請求項７記載のデジタル音声記録装置。
【請求項９】
　前記変換手段は基本フォーマット側の一サンプル当りビット数に対応したビット数のレ
ジスタを備え、シリアルに配列したサンプルのビットストリームからなる固有フォーマッ
トのオーディオデータをサイクリックに該レジスタに書込む一方、固有フォーマット側の
一サンプル当りビット数と基本フォーマット側の一サンプル当りビット数との比に応じた
割合で随時休止を入れながら該レジスタからサイクリックにオーディオデータを読み出し
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て、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数を組替え固有フォーマットを
基本フォーマットに変換することを特徴とする請求項８記載のデジタル音声記録装置。
【請求項１０】
　あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有すると共に、基本のデータ配列
及びビット配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに適合されたオーディオデ
ータを記録媒体から読込む入力部と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有すると共に基本フォーマットに
基づいたオーディオデータを処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じ
たクロックで動作し基本フォーマットに適合したオーディオデータの少なくともエラー訂
正用の復号化処理を行う処理部と、
該処理部から出力されたオーディオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該
オーディオデータを再生デバイスに供給する出力部とからなるデジタル音声再生装置にお
いて、
前記処理部は、該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波数に応じたクロックで
動作可能であり、該基本フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の復号
化処理を行い、
該処理部と該出力部との間に変換部が配されており、該読込んだオーディオデータの固有
フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォーマットが基本フォーマ
ットと異なる時、前記変換部は、基本フォーマットに適合していた該オーディオデータを
固有フォーマットに戻すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に
応じて該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリング周波数
に変換してオーディオデータを該出力部に渡すことを特徴とするデジタル音声再生装置。
【請求項１１】
　前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる
一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サンプ
ルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから固有フォーマットに
戻すと共に、一フィールド当りのサンプル数を変えることで該サンプリング周波数を変換
することを特徴とする請求項１０記載のデジタル音声再生装置。
【請求項１２】
　一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当
りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、一
旦該基本フォーマットから近似的に固有フォーマットに戻されたオーディオデータのサン
プリング周波数を変換して一フィールド当りのサンプル数を補正し、以ってオーディオデ
ータを最終的に固有フォーマットに変換することを特徴とする請求項１１記載のデジタル
音声再生装置。
【請求項１３】
　一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当
りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、一
旦該基本フォーマットに適合したオーディオデータに余分のダミーデータを付加して近似
的に固有フォーマットに戻した後、該ダミーデータを削除してオーディオデータを最終的
に固有フォーマットに変換することを特徴とする請求項１１記載のデジタル音声再生装置
。
【請求項１４】
　前記変換部は、シリアルに配列したサンプルのビットストリームからなるオーディオデ
ータを基本フォーマット側のビット数単位でＦＩＦＯに書込み且つ固有フォーマット側の
ビット数単位で読出して、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数を組替
え基本フォーマットを固有フォーマットに戻すことを特徴とする請求項１１記載のデジタ
ル音声再生装置。
【請求項１５】
　前記変換部は、固有フィールド周波数に同期して該ＦＩＦＯに対するオーディオデータ
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の書込み及び読出しを制御し、以って基本フォーマットを固有フォーマットに戻すことを
特徴とする請求項１４記載のデジタル音声再生装置。
【請求項１６】
　前記処理部は該変換部を変換手段として内蔵しているとともに、オーディオデータのエ
ラー訂正用の復号化処理を行なう復号化手段を含んでおり、
前記復号化手段は、所定のサンプリング周波数に応じたクロックで動作しつつ、固有フィ
ールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じた割合で随時休止を入れながら該基本
フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の復号化処理を行い、
前記変換手段は、該読込んだオーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド
周波数と異なり且つ固有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、基本フォーマット
に適合していた該オーディオデータを固有フォーマットに戻した上でオーディオデータを
該出力部に渡すことを特徴とする請求項１０記載のデジタル音声再生装置。
【請求項１７】
　前記変換手段は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決ま
る一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サン
プルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから固有フォーマット
に戻すことを特徴とする請求項１６記載のデジタル音声再生装置。
【請求項１８】
　前記変換手段は、基本フォーマット側の一サンプル当りビット数に対応したビット数の
レジスタを備え、固有フォーマット側の一サンプル当りビット数と基本フォーマット側の
一サンプル当りビット数との比に応じた割合で随時休止を入れながら、シリアルに配列し
たサンプルのビットストリームからなる基本フォーマットのオーディオデータをサイクリ
ックに該レジスタに書込む一方、固有フォーマット側の一サンプル当りビット数で区切り
ながら該レジスタからサイクリックにオーディオデータを読み出して、一フィールド当り
のサンプル数と一サンプルのビット数を組替えて基本フォーマットを固有フォーマットに
戻すことを特徴とする請求項１７記載のデジタル音声再生装置。
【請求項１９】
　オーディオデータの順方向再生と逆方向再生を切り替えて行う場合、前記変換手段は、
該レジスタに対してオーディオデータの書き込み及び読み出しを行う時、一方ではビット
列のＭＳＢを先頭にし他方ではＬＳＢを先頭にすることを特徴とする請求項１８記載のデ
ジタル音声再生装置。
【請求項２０】
　前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる
一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サンプ
ルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから固有フォーマットに
戻し、
更にシャトル再生制御部を備えており、異なるフィールドに属するオーディオデータを混
合してシャトル再生を行う場合、該変換部で固有フォーマットに戻されたサンプルのうち
正しいビット列を含む有効サンプルのみを該出力部に渡すことを特徴とする請求項１０記
載のデジタル音声再生装置。
【請求項２１】
　前記シャトル再生制御部は、固有フォーマットに戻されたサンプルのうち正しいビット
列を有さない無効サンプルに代えて、有効サンプルを補間して得られた代替サンプルを該
出力部に渡すことを特徴とする請求項２０記載のデジタル音声再生装置。
【請求項２２】
　前記シャトル再生制御部は、固有フォーマットに戻されたサンプルのうち正しいビット
列と正しくないビット列を含んだ無効サンプルの少なくとも一部につき、正しくないビッ
ト列を０で置換して有効サンプルに転換し該出力部に渡すことを特徴とする請求項２０記
載のデジタル音声再生装置。
【請求項２３】
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　所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画枠に関する固有フォーマ
ットに基づいたビデオデータを受け入れ、少なくとも該ビデオデータのベースバンド処理
を行う入力部と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し画枠に関する基本フォーマッ
トに基づいたビデオデータを処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じ
たクロックで動作し基本フォーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正
用の符号化処理を行う処理部と、
該処理部から出力されたビデオデータを記録媒体に書き込む出力部とからなるデジタル映
像記録装置において、
該入力部と該処理部との間に変換部が配されており、ビデオデータの固有フィールド周波
数が基本フィールド周波数と異なる時、前記変換部は、固有フォーマットを基本フォーマ
ットに適合させつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該サ
ンプリング周波数を変換してビデオデータを該処理部に渡し、
前記処理部は、該変換されたサンプリング周波数に応じたクロックで動作し、該基本フォ
ーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正用の符号化処理を行うことを
特徴とするデジタル映像記録装置。
【請求項２４】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットに一致する場合、該固有フォーマ
ットを維持しつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じ該サンプ
リング周波数を変換してビデオデータを該処理部に渡すことを特徴とする請求項２３記載
のデジタル映像記録装置。
【請求項２５】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットに一致する場合、画枠に入る有効
データをそのまま保存して該固有フォーマットを維持しつつ、画枠に入らない無効データ
を調整して該サンプリング周波数を変換することを特徴とする請求項２４記載のデジタル
映像記録装置。
【請求項２６】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと異なる場合、該固有フォーマッ
トを該基本フォーマットに変換した上で、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数
との比に応じ該サンプリング周波数を変換してビデオデータを該処理部に渡すことを特徴
とする請求項２３記載のデジタル映像記録装置。
【請求項２７】
　前記変換部は、固有フォーマットの画枠に含まれるデータのライン数が基本フォーマッ
トの画枠に含まれるデータのライン数と異なる場合、該画枠に含まれるデータのライン数
を調整して該固有フォーマットを該基本フォーマットに変換することを特徴とする請求項
２６記載のデジタル映像記録装置。
【請求項２８】
　あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画枠に関する基本フォーマッ
トに適合されたビデオデータを記録媒体から読み込む入力部と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本フォーマットに基づいた
ビデオデータを処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じたクロックで
動作して基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及び伸張処
理を行う処理部と、
該処理部から出力されたビデオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該ビデ
オデータを再生デバイスに供給する出力部とからなるデジタル映像再生装置において、
前記処理部は、該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数に応じたクロックで動作
可能であり、該基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及び
伸張処理を行い、
該処理部と該出力部との間に変換部が配されており、該読み込んだビデオデータの固有フ
ィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、前記変換部は、基本フォーマットに
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適合していた該ビデオデータを固有フォーマットに戻すと共に、固有フィールド周波数と
基本フィールド周波数との比に応じて該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数を
所定のサンプリング周波数に変換してビデオデータを該出力部に渡すことを特徴とするデ
ジタル映像再生装置。
【請求項２９】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと同一である場合、該固有フォー
マットを維持しつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じサンプ
リング周波数を変換してビデオデータを該出力部に渡すことを特徴とする請求項２８記載
のデジタル映像再生装置。
【請求項３０】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと同一である場合、画枠に入る有
効データをそのまま残して該固有フォーマットを維持しつつ、画枠に入らない無効データ
を調整してサンプリング周波数を変換することを特徴とする請求項２９記載のデジタル映
像再生装置。
【請求項３１】
　前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと異なる場合、該基本フォーマッ
トに適合していたビデオデータを該固有フォーマットに戻した上で、固有フィールド周波
数と基本フィールド周波数との比に応じサンプリング周波数を変換してビデオデータを該
出力部に渡すことを特徴とする請求項２８記載のデジタル映像再生装置。
【請求項３２】
　前記変換部は、固有フォーマットの画枠に含まれるデータのライン数が基本フォーマッ
トの画枠に含まれるデータのライン数と異なる場合、該画枠に含まれるデータのライン数
を調整してビデオデータを該固有フォーマットにもどすことを特徴とする請求項３１記載
のデジタル映像再生装置。
【請求項３３】
　所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有すると共に、固有のデータ配
列及びビット配列をフィールド単位で規定する固有フォーマットに基づいたオーディオデ
ータを受け入れ、少なくとも該オーディオデータのベースバンド処理を行う入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本のデータ配列及びビット
配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに基づいたオーディオデータを処理す
るようにプログラムされており、サンプリング周波数に応じた動作クロックに従って基本
フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と
、
該処理手順から渡されたオーディオデータを記録媒体に書き込む出力手順とからなるデジ
タル音声記録方法において、
オーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォ
ーマットが基本フォーマットと異なる時、該入力手順と該処理手順との間で変換手順を行
い、固有フォーマットを基本フォーマットに適合させつつ、固有フィールド周波数と基本
フィールド周波数との比に応じて該サンプリング周波数を変換してオーディオデータを該
処理手順に渡し、
前記処理手順は、該変換されたサンプリング周波数に応じた動作クロックに従って該基本
フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行うことを特徴
とするデジタル音声記録方法。
【請求項３４】
　あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有すると共に、基本のデータ配列
及びビット配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに適合されたオーディオデ
ータを記録媒体から読込む入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有すると共に基本フォーマットに
基づいたオーディオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数
に応じた動作クロックに従って基本フォーマットに適合したオーディオデータの少なくと
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もエラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたオーディオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該
オーディオデータを再生デバイスに供給する出力手順とからなるデジタル音声再生方法に
おいて、
前記処手順は、該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波数に応じた動作クロッ
クに従って、該基本フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の復号化処
理を行い、
該読込んだオーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且
つ固有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、該処理手順と該出力手順との間で変
換手順を行い、基本フォーマットに適合していた該オーディオデータを固有フォーマット
に戻すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該読み込ん
だオーディオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリング周波数に変換してオーデ
ィオデータを該出力手順に渡すことを特徴とするデジタル音声再生方法。
【請求項３５】
　所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画枠に関する固有フォーマ
ットに基づいたビデオデータを受け入れ、少なくとも該ビデオデータのベースバンド処理
を行う入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し画枠に関する基本フォーマッ
トに基づいたビデオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数
に応じた動作クロックに従って基本フォーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及び
エラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたビデオデータを記録媒体に書き込む出力手順とからなるデジタル
映像記録方法において、
ビデオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、該入力手順と
該処理手順との間で変換手順を行い、固有フォーマットを基本フォーマットに適合させつ
つ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該サンプリング周波数
を変換してビデオデータを該処理手順に渡し、
前記処理手順は、該変換されたサンプリング周波数に応じた動作クロックに従って、該基
本フォーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正用の符号化処理を行う
ことを特徴とするデジタル映像記録方法。
【請求項３６】
　あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画枠に関する基本フォーマッ
トに適合されたビデオデータを記録媒体から読み込む入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本フォーマットに基づいた
ビデオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数に応じた動作
クロックに従って基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及
び伸張処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたビデオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該ビデ
オデータを再生デバイスに供給する出力手順とを行うデジタル映像再生方法において、
前記処理手順は、該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数に応じた動作クロック
に従って、該基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及び伸
張処理を行い、
該読み込んだビデオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、
該処理手順と該出力手順との間で変換手順を行い、基本フォーマットに適合していた該ビ
デオデータを固有フォーマットに戻すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周
波数との比に応じて該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリン
グ周波数に変換してビデオデータを該出力手順に渡すことを特徴とするデジタル映像再生
方法。
【請求項３７】
　デジタル音声記録装置によって実行され、一連の手順からなるデジタル音声記録方法を
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実現するコンピュータプログラムを格納するプログラム媒体であって、
前記コンピュータプログラムは、所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を
有すると共に、固有のデータ配列及びビット配列をフィールド単位で規定する固有フォー
マットに基づいたオーディオデータを受け入れ、少なくとも該オーディオデータのベース
バンド処理を行う入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本のデータ配列及びビット
配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに基づいたオーディオデータを処理す
るようにプログラムされており、サンプリング周波数に応じた動作クロックに従って基本
フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と
、
該処理手順から渡されたオーディオデータを記録媒体に書き込む出力手順とを含み、
オーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォ
ーマットが基本フォーマットと異なる時、該入力手順と該処理手順との間で変換手順を行
い、固有フォーマットを基本フォーマットに適合させつつ、固有フィールド周波数と基本
フィールド周波数との比に応じて該サンプリング周波数を変換してオーディオデータを該
処理手順に渡し、
前記処理手順は、該変換されたサンプリング周波数に応じた動作クロックに従って該基本
フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行うことを特徴
とするコンピュータプログラムを格納したプログラム媒体。
【請求項３８】
　デジタル音声再生装置によって実行され、一連の手順からなるデジタル音声再生方法を
実現するコンピュータプログラムを格納するプログラム媒体であって、
前記コンピュータプログラムは、あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有
すると共に、基本のデータ配列及びビット配列をフィールド単位で規定する基本フォーマ
ットに適合されたオーディオデータを記録媒体から読込む入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有すると共に基本フォーマットに
基づいたオーディオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数
に応じた動作クロックに従って基本フォーマットに適合したオーディオデータの少なくと
もエラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたオーディオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該
オーディオデータを再生デバイスに供給する出力手順とを含み、
前記処手順は、該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波数に応じた動作クロッ
クに従って、該基本フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の復号化処
理を行い、
該読込んだオーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且
つ固有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、該処理手順と該出力手順との間で変
換手順を行い、基本フォーマットに適合していた該オーディオデータを固有フォーマット
に戻すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該読み込ん
だオーディオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリング周波数に変換してオーデ
ィオデータを該出力手順に渡すことを特徴とするコンピュータプログラムを格納したプロ
グラム媒体。
【請求項３９】
　デジタル映像記録装置によって実行され、一連の手順からなるデジタル映像記録方法を
実現するコンピュータプログラムを格納するプログラム媒体であって、
前記コンピュータプログラムは、所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を
有し画枠に関する固有フォーマットに基づいたビデオデータを受け入れ、少なくとも該ビ
デオデータのベースバンド処理を行う入力手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し画枠に関する基本フォーマッ
トに基づいたビデオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数
に応じた動作クロックに従って基本フォーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及び
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エラー訂正用の符号化処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたビデオデータを記録媒体に書き込む出力手順とを含み、
ビデオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、該入力手順と
該処理手順との間で変換手順を行い、固有フォーマットを基本フォーマットに適合させつ
つ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該サンプリング周波数
を変換してビデオデータを該処理手順に渡し、
前記処理手順は、該変換されたサンプリング周波数に応じた動作クロックに従って、該基
本フォーマットに適合したビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正用の符号化処理を行う
ことを特徴とするコンピュータプログラムを格納したプログラム媒体。
【請求項４０】
　デジタル映像再生装置によって実行され、一連の手順からなるデジタル映像再生方法を
実現するコンピュータプログラムを格納するプログラム媒体であって、
前記コンピュータプログラムは、あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有
し画枠に関する基本フォーマットに適合されたビデオデータを記録媒体から読み込む入力
手順と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本フォーマットに基づいた
ビデオデータを処理するようにプログラムされており、サンプリング周波数に応じた動作
クロックに従って基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及
び伸張処理を行う処理手順と、
該処理手順から渡されたビデオデータの少なくともベースバンド処理を行った上で該ビデ
オデータを再生デバイスに供給する出力手順とを含み、
前記処理手順は、該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数に応じた動作クロック
に従って、該基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及び伸
張処理を行い、
該読み込んだビデオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、
該処理手順と該出力手順との間で変換手順を行い、基本フォーマットに適合していた該ビ
デオデータを固有フォーマットに戻すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周
波数との比に応じて該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリン
グ周波数に変換してビデオデータを該出力手順に渡すことを特徴とするコンピュータプロ
グラムを格納したプログラム媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はあるフィールド周波数に対応したオーディオデータやビデオデータの記録再生装
置が存在する時に、そのシステムを基本として異なるフィールド周波数に対応する記録再
生装置を作る際に、装置を簡素化する方式に関する。例えば、ＶＴＲ記録再生装置のオー
ディオ部分やビデオ部分を簡素化する方式に関する。但し、本発明は、ＶＴＲに限られる
ものではない。
【０００２】
【従来の技術】
ＶＴＲ記録再生装置は、複数の異なるテレビジョンスタンダードの信号を記録、再生する
為に、例えば日本、米国、欧州のそれぞれのＨＤＴＶ方式に対応が可能なデジタル磁気記
録再生装置が必要である。現在のテレビジョンよりも高精細な画像を提供するＨＤＴＶは
、日本が世界に先がけて開発した。日本のＨＤＴＶ方式はハイビジョンと呼ばれ走査線数
が１１２５本、フィールド周波数が６０Ｈｚと決められている。一方、欧州及び米国では
日本方式とは異なる方式のＨＤＴＶとなっている。例えば、欧州方式は、フィールド周波
数が５０Ｈｚである。
【０００３】
この様にテレビジョン方式が異なって、番組を制作したり、送出したりする機材がそれぞ
れに異なると、それぞれに個別の機材を開発し、製造しなければならないため、コストが
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高くなってしまう。又、他の方式で制作されたソフトを上映するためには、それぞれの方
式に適合したＶＴＲを用意し、別途設けたフォーマット変換装置で信号を変換した後、記
録し直す必要があるため、手間も費用も重んでしまう。
【０００４】
そもそも、ＶＴＲは制作や送出をする際の中心となる機材の１つであり、一般に放送用の
ＶＴＲは高価であるため、異なるＨＤＴＶ方式で共通のテープトランスポートや信号処理
回路及びカセットやテープが使用できれば機器コストやランニングコストの低減と成るた
め使用者にとって利益が大きい。又、同じＶＴＲで他の方式で記録したテープの再生が可
能であれば各国間の番組変換が容易に低コストで行えるというメリットがある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに従来の磁気記録再生装置では、異なるＨＤＴＶ方式による高精細な画像とともに
音声を、共通の機構で記録再生できる装置はなかった。異なる周波数に対応する装置を考
える場合には異なる周波数それぞれ別々にフォーマットを作り、それぞれのフィールド周
波数に対応する処理装置が必要であった。例えば６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、５０Ｆｉｅｌｄ／
ｓそれぞれの装置で共にオーディオ入出力サンプリング周波数が４８ＫＨｚ、サンプルあ
たりビット数２４ｂｉｔであった場合には６０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは８００ｓａｍｐｌｅ／
ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでオーディオフォーマットを考えなければならな
いし、５０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐ
ｌｅでオーディオフォーマットを考えなければならない。フィールドあたりの総ビット数
は８００×２４＝１９２００ｂｉｔ／ｆｉｅｌｄと９６０×２４＝２３０４０ｂｉｔ／ｆ
ｉｅｌｄと大きな差がある。よって、異なるフィールド周波数に対応する装置はそれぞれ
全く違ったフォーマット、全く別の装置にならざるをえなかった。
【０００６】
又，ビデオの画枠がそれぞれのフィールド周波数で違う。よって、異なるフィールド周波
数に対応する装置はそれぞれ全く違ったフォーマット、全く別の装置にならざるをえなか
った。
【０００７】
そこで本発明は、あるフィールド周波数に対応する基本装置となるデジタル音声記録再生
装置が存在する場合、異なるフィールド周波数のオーディオデータを基本装置のフォーマ
ットに合うようにデータ変換し、適切な処理レートに変更することにより、基本装置を基
に異なるフィールド周波数に対応する装置を実現することを目的とする。
【０００８】
又本発明は、あるフィールド周波数に対応した基本装置となるデジタル映像記録再生装置
が存在する場合、異なるフィールド周波数のビデオデータを基本装置のフォーマットに合
うようにデータ変換し、適切な処理レートに変更することにより、基本装置を基に異なる
フィールド周波数に対応する装置を実現することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上述した従来の技術の課題を解決し、本発明の目的を達成する為に、以下の手段を講じた
。即ち、本発明の第一面によれば、所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数
を有すると共に、固有のデータ配列及びビット配列をフィールド単位で規定する固有フォ
ーマットに基づいたオーディオデータを受け入れ、少なくとも該オーディオデータのベー
スバンド処理を行う入力部と、所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有
し基本のデータ配列及びビット配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに基づ
いたオーディオデータを処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じたク
ロックで動作し基本フォーマットに適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処
理を行う処理部と、該処理部から出力されたオーディオデータを記録媒体に書き込む出力
部とからなるデジタル音声記録装置において、該入力部と該処理部との間に変換部が配さ
れており、オーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且
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つ固有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、前記変換部は、固有フォーマットを
基本フォーマットに適合させつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比
に応じて該サンプリング周波数を変換してオーディオデータを該処理部に渡し、前記処理
部は、該変換されたサンプリング周波数に応じたクロックで動作し、該基本フォーマット
に適合したオーディオデータのエラー訂正用の符号化処理を行うことを特徴とする。具体
的には、前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で
決まる一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一
サンプルのビット数を組替えて固有フォーマットを基本フォーマットに適合させると共に
、一フィールド当りのサンプル数を変えることで該サンプリング周波数を変換する。更に
、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当
りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、入
力されたオーディオデータのサンプリング周波数を変換して一フィールド当りのサンプル
数を補正し、以って一フィールド当りの補正されたサンプル数と一サンプルのビット数と
の積で決まる一フィールド当りの補正された総ビット数を、基準フォーマットで決まる一
フィールド当りの総ビット数に合わせる。或いは、一フィールド当りのサンプル数と一サ
ンプルのビット数との積で決まる一フィールド当りの総ビット数が固有フォーマットと基
準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、不足するビット数に見合うダミーのデータ
を固有フォーマットに付加して一フィールド当りの総ビット数を補正し、以って固有フォ
ーマット側の総ビット数を基準フォーマット側の総ビット数に合わせても良い。好ましく
は、前記変換部は、シリアルに配列したサンプルのビットストリームからなるオーディオ
データを固有フォーマット側のビット数単位でＦＩＦＯに書込み且つ基本フォーマット側
のビット数単位で読出して、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数を組
替え固有フォーマットを基本フォーマットに適合させる。この場合、前記変換部は、固有
フィールド周波数に同期して該ＦＩＦＯに対するオーディオデータの書込み及び読出しを
制御し、以って固有フォーマットを基本フォーマットに適合させる。
【００１０】
一態様では、前記処理部は該変換部を変換手段として内蔵しているとともにオーディオデ
ータのエラー訂正用の符号化処理を行なう符号化手段を含んでおり、オーディオデータの
固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォーマットが基本フォ
ーマットと異なる時、前記変換手段は、固有フォーマットを変換し基本フォーマットに適
合させた上でオーディオデータを該符号化手段に渡し、前記符号化手段は、所定のサンプ
リング周波数に応じたクロックで動作しつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周
波数との比に応じた割合で随時休止を入れながら該基本フォーマットに適合されたオーデ
ィオデータのエラー訂正用の符号化処理を行う。具体的には、前記変換手段は、一フィー
ルド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当りの総ビッ
ト数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サンプル当りのビット数を組替え
て固有フォーマットを基本フォーマットに変換する。更に具体的には、前記変換手段は基
本フォーマット側の一サンプル当りビット数に対応したビット数のレジスタを備え、シリ
アルに配列したサンプルのビットストリームからなる固有フォーマットのオーディオデー
タをサイクリックに該レジスタに書込む一方、固有フォーマット側の一サンプル当りビッ
ト数と基本フォーマット側の一サンプル当りビット数との比に応じた割合で随時休止を入
れながら該レジスタからサイクリックにオーディオデータを読み出して、一フィールド当
りのサンプル数と一サンプルのビット数を組替え固有フォーマットを基本フォーマットに
変換する。
【００１１】
本発明の第二面によれば、あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有すると
共に、基本のデータ配列及びビット配列をフィールド単位で規定する基本フォーマットに
適合されたオーディオデータを記録媒体から読込む入力部と、所定のサンプリング周波数
及び基本フィールド周波数を有すると共に基本フォーマットに基づいたオーディオデータ
を処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じたクロックで動作し基本フ
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ォーマットに適合したオーディオデータの少なくともエラー訂正用の復号化処理を行う処
理部と、該処理部から出力されたオーディオデータの少なくともベースバンド処理を行っ
た上で該オーディオデータを再生デバイスに供給する出力部とからなるデジタル音声再生
装置において、前記処理部は、該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波数に応
じたクロックで動作可能であり、該基本フォーマットに適合したオーディオデータのエラ
ー訂正用の復号化処理を行い、該処理部と該出力部との間に変換部が配されており、該読
込んだオーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固
有フォーマットが基本フォーマットと異なる時、前記変換部は、基本フォーマットに適合
していた該オーディオデータを固有フォーマットに戻すと共に、固有フィールド周波数と
基本フィールド周波数との比に応じて該読み込んだオーディオデータのサンプリング周波
数を所定のサンプリング周波数に変換してオーディオデータを該出力部に渡すことを特徴
とする。具体的には、前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビッ
ト数との積で決まる一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサ
ンプル数と一サンプルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから
固有フォーマットに戻すと共に、一フィールド当りのサンプル数を変えることで該サンプ
リング周波数を変換する。尚、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数と
の積で決まる一フィールド当りの総ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異
なる場合、前記変換部は、一旦該基本フォーマットから近似的に固有フォーマットに戻さ
れたオーディオデータのサンプリング周波数を変換して一フィールド当りのサンプル数を
補正し、以ってオーディオデータを最終的に固有フォーマットに変換する。或いは、一フ
ィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決まる一フィールド当りの総
ビット数が固有フォーマットと基準フォーマットで異なる場合、前記変換部は、一旦該基
本フォーマットに適合したオーディオデータに余分のダミーデータを付加して近似的に固
有フォーマットに戻した後、該ダミーデータを削除してオーディオデータを最終的に固有
フォーマットに変換しても良い。好ましくは、前記変換部は、シリアルに配列したサンプ
ルのビットストリームからなるオーディオデータを基本フォーマット側のビット数単位で
ＦＩＦＯに書込み且つ固有フォーマット側のビット数単位で読出して、一フィールド当り
のサンプル数と一サンプルのビット数を組替え基本フォーマットを固有フォーマットに戻
す。この場合、前記変換部は、固有フィールド周波数に同期して該ＦＩＦＯに対するオー
ディオデータの書込み及び読出しを制御し、以って基本フォーマットを固有フォーマット
に戻す。
【００１２】
一態様では前記処理部は該変換部を変換手段として内蔵しているとともに、オーディオデ
ータのエラー訂正用の復号化処理を行なう復号化手段を含んでおり、前記復号化手段は、
所定のサンプリング周波数に応じたクロックで動作しつつ、固有フィールド周波数と基本
フィールド周波数との比に応じた割合で随時休止を入れながら該基本フォーマットに適合
したオーディオデータのエラー訂正用の復号化処理を行い、前記変換手段は、該読込んだ
オーディオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なり且つ固有フォ
ーマットが基本フォーマットと異なる時、基本フォーマットに適合していた該オーディオ
データを固有フォーマットに戻した上でオーディオデータを該出力部に渡す。具体的には
、前記変換手段は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数との積で決ま
る一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプル数と一サン
プルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから固有フォーマット
に戻す。更に具体的には、前記変換手段は、基本フォーマット側の一サンプル当りビット
数に対応したビット数のレジスタを備え、固有フォーマット側の一サンプル当りビット数
と基本フォーマット側の一サンプル当りビット数との比に応じた割合で随時休止を入れな
がら、シリアルに配列したサンプルのビットストリームからなる基本フォーマットのオー
ディオデータをサイクリックに該レジスタに書込む一方、固有フォーマット側の一サンプ
ル当りビット数で区切りながら該レジスタからサイクリックにオーディオデータを読み出
して、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数を組替えて基本フォーマッ
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トを固有フォーマットに戻す。尚、オーディオデータの順方向再生と逆方向再生を切り替
えて行う場合、前記変換手段は、該レジスタに対してオーディオデータの書き込み及び読
み出しを行う時、一方ではビット列のＭＳＢを先頭にし他方ではＬＳＢを先頭にする。
【００１３】
　別の態様では、前記変換部は、一フィールド当りのサンプル数と一サンプルのビット数
との積で決まる一フィールド当りの総ビット数を維持しつつ、一フィールド当りのサンプ
ル数と一サンプルのビット数を組替えて該オーディオデータを基本フォーマットから固有
フォーマットに戻す。この場合、更にシャトル再生制御部を備えており、異なるフィール
ドに属するオーディオデータを混合してシャトル再生を行う場合、該変換部で固有フォー
マットに戻されたサンプルのうち正しいビット列を含む有効サンプルのみを該出力部に渡
すことを特徴とする。好ましくは、前記シャトル再生制御部は、固有フォーマットに戻さ
れたサンプルのうち正しいビット列を有さない無効サンプルに代えて、有効サンプルを補
間して得られた代替サンプルを該出力部に渡す。又、前記シャトル再生制御部は、固有フ
ォーマットに戻されたサンプルのうち正しいビット列と正しくないビット列を含んだ無効
サンプルの少なくとも一部につき、正しくないビット列を０で置換して有効サンプルに転
換し該出力部に渡す様にしても良い。
【００１４】
本発明の第三面によれば、所定のサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画
枠に関する固有フォーマットに基づいたビデオデータを受け入れ、少なくとも該ビデオデ
ータのベースバンド処理を行う入力部と、所定のサンプリング周波数及び基本フィールド
周波数を有し画枠に関する基本フォーマットに基づいたビデオデータを処理するように設
計されており、サンプリング周波数に応じたクロックで動作し基本フォーマットに適合し
たビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正用の符号化処理を行う処理部と、該処理部から
出力されたビデオデータを記録媒体に書き込む出力部とからなるデジタル映像記録装置に
おいて、該入力部と該処理部との間に変換部が配されており、ビデオデータの固有フィー
ルド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、前記変換部は、固有フォーマットを基本
フォーマットに適合させつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応
じて該サンプリング周波数を変換してビデオデータを該処理部に渡し、前記処理部は、該
変換されたサンプリング周波数に応じたクロックで動作し、該基本フォーマットに適合し
たビデオデータの圧縮処理及びエラー訂正用の符号化処理を行うことを特徴とする。具体
的には、前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットに一致する場合、該固有フ
ォーマットを維持しつつ、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じ該
サンプリング周波数を変換してビデオデータを該処理部に渡す。更に具体的には、前記変
換部は、固有フォーマットが基本フォーマットに一致する場合、画枠に入る有効データを
そのまま保存して該固有フォーマットを維持しつつ、画枠に入らない無効データを調整し
て該サンプリング周波数を変換する。又、前記変換部は、固有フォーマットが基本フォー
マットと異なる場合、該固有フォーマットを該基本フォーマットに変換した上で、固有フ
ィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じ該サンプリング周波数を変換してビ
デオデータを該処理部に渡す。具体的には、前記変換部は、固有フォーマットの画枠に含
まれるデータのライン数が基本フォーマットの画枠に含まれるデータのライン数と異なる
場合、該画枠に含まれるデータのライン数を調整して該固有フォーマットを該基本フォー
マットに変換する。
【００１５】
本発明の第四面によれば、あるサンプリング周波数及び固有フィールド周波数を有し画枠
に関する基本フォーマットに適合されたビデオデータを記録媒体から読み込む入力部と、
所定のサンプリング周波数及び基本フィールド周波数を有し基本フォーマットに基づいた
ビデオデータを処理するように設計されており、サンプリング周波数に応じたクロックで
動作して基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正用復号化処理及び伸張処
理を行う処理部と、該処理部から出力されたビデオデータの少なくともベースバンド処理
を行った上で該ビデオデータを再生デバイスに供給する出力部とからなるデジタル映像再
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生装置において、前記処理部は、該読み込んだビデオデータのサンプリング周波数に応じ
たクロックで動作可能であり、該基本フォーマットに適合したビデオデータのエラー訂正
用復号化処理及び伸張処理を行い、該処理部と該出力部との間に変換部が配されており、
該読み込んだビデオデータの固有フィールド周波数が基本フィールド周波数と異なる時、
前記変換部は、基本フォーマットに適合していた該ビデオデータを固有フォーマットに戻
すと共に、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数との比に応じて該読み込んだビ
デオデータのサンプリング周波数を所定のサンプリング周波数に変換してビデオデータを
該出力部に渡す。具体的には、前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと同
一である場合、該固有フォーマットを維持しつつ、固有フィールド周波数と基本フィール
ド周波数との比に応じサンプリング周波数を変換してビデオデータを該出力部に渡す。更
に具体的には、前記変換部は、固有フォーマットが基本フォーマットと同一である場合、
画枠に入る有効データをそのまま残して該固有フォーマットを維持しつつ、画枠に入らな
い無効データを調整してサンプリング周波数を変換する。又、前記変換部は、固有フォー
マットが基本フォーマットと異なる場合、該基本フォーマットに適合していたビデオデー
タを該固有フォーマットに戻した上で、固有フィールド周波数と基本フィールド周波数と
の比に応じサンプリング周波数を変換してビデオデータを該出力部に渡す。例えば、前記
変換部は、固有フォーマットの画枠に含まれるデータのライン数が基本フォーマットの画
枠に含まれるデータのライン数と異なる場合、該画枠に含まれるデータのライン数を調整
してビデオデータを該固有フォーマットにもどす。
【００１６】
オーディオに関し本装置の記録側では、オーディオデータの変換部から記録再生媒体に近
いブロックになるオーディオ処理部のクロックは基装置と対象装置のフィールド周波数比
クロックを入力する。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、オーディオ処理ク
ロック周波数４８ＫＨｚのＶＴＲを基装置として、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ
のＶＴＲを考えた場合にはオーディオ処理クロック周波数を４８ＫＨｚ×５０／６０＝４
０ＫＨｚとする。
【００１７】
オーディオデータの変換部から装置の入力部に近い（媒体から遠い）ブロックのオーディ
オ処理クロックは装置の入力クロック周波数とする。例えば、基となる装置が６０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓでオーディオデータが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２
４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅ（サンプリング周波数４８ＫＨｚ）として、それを基とする５０
Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置では１フィールドあたり９６０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂ
ｉｔ／Ｓａｍｐｌｅ（サンプリング周波数４８ＫＨｚ）で記録する場合、オーディオデー
タの変換部から装置の入力部に近い（媒体から遠い）ブロックは共に４８ＫＨｚのクロッ
クで処理する。よって、両装置共にベースバンド処理は４８ＫＨｚであり、共に同じ回路
が使える。
【００１８】
オーディオデータ変換部の装置入力部に近い側（媒体から遠い側）はオーディオデータの
フィールドあたり総ビット数が、基となるフィールド周波数の装置と同じになるようなフ
ィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数にする。例えば、基となるフィール
ド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌ
ｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録されているとしたら、フィールド周波
数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置では９６０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓａｍ
ｐｌｅで記録する。共にフィールドあたり総ビット数は１９２００ｂｉｔ／ｓとなる。こ
の例のようにサンプルあたりのビット数を基の装置より変えることによって共に装置の入
力サンプリング周波数を同じにすることが出来る。上記例は両フィールド周波数装置共に
サンプリング周波数４８ＫＨｚである。
【００１９】
上記のようにオーディオデータ変換部の装置入力部に近い側のフィールドあたりサンプル
数、サンプルあたりビット数を決定するわけだが、これが装置入力部のフィールドあたり
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サンプル数、サンプルあたりビット数と同じであれば処理が簡単になる。しかし、対象フ
ィールド周波数によっては都合の良いフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビッ
ト数がない場合がある。また、対象装置の都合によって、装置入力部のフィールドあたり
サンプル数、サンプルあたりビット数を任意にしたい場合がある。この場合、装置入力部
のフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数に近くて基装置の総ビット数と
同じになるようなフィールドあたりサンプル数（サンプリング周波数に影響）、サンプル
あたりビット数を決める。そしてそのサンプリング周波数になるように装置の入力部から
オーディオデータ変換部までの間にオーディオサンプリングレートコンバータを設ける。
例えば、基が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａｍ
ｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録できるとして、それを基にして４
８ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオ入力部を４８ＫＨｚにする場合を考える。４８ｆｉ
ｅｌｄ／ｓの装置ではオーディオが１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄになる。単純に変
換すると８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１９２００ｂｉ
ｔ／ｆｉｅｌｄであるので、１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×１９．２ｂｉｔ／ｓａ
ｍｐｌｅとなる。１サンプルあたり１９．２ｂｉｔは整数ビット数ではないので実現でき
ない。そこでこれに近くて都合の良いフィールドあたりサンプル数にする。例えば９６０
ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅにする。しかし、このフィールド
あたりサンプル数ではサンプリング周波数が９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×４８ｆｉ
ｅｌｄ／ｓ＝４６０８０ｓａｍｐｌｅ／ｓとなる。そこで、装置の入力部とオーディオデ
ータ変換部の間に４６．０８ＫＨｚ＜－＞４８ＫＨｚのサンプリングレートコンバータを
設けて入力部は所望の４８ＫＨｚサンプリングレートとする。この場合、４６．０８ＫＨ
ｚにサンプリングレートコンバートされているが人間の可聴域は一般に２０ＫＨｚなので
サンプリング定理にあてはめてもサンプリング周波数は４０ＫＨｚを越えていれば良く、
Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ等の性能を考えても４６．０８ＫＨｚのサンプリング周波数があれば十分
であると考えられる。
【００２０】
上記と同じ理由で都合の良いフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数がな
い場合に、サンプリングレートコンバータを使わずに、スタッフィング（意味のないデー
タ）を足して基となる装置と同じフィールドあたり総ビット数にしてもよい。例えば、フ
ィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓを考えた場合、１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×
１９ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに２００ｂｉｔのスタッフィング（意味のないデータ）を足し
て８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１９２００ｂｉｔ／ｆ
ｉｅｌｄに変換する。
【００２１】
本発明に係る音声記録装置では、オーディオデータのフォーマット変換処理をＥＣＣエン
コード用の処理回路内にて行なうこともできる。オーディオデータのフォーマット変換を
ＥＣＣエンコード処理回路で行なうわけだが、ＥＣＣエンコード処理回路には、ベースバ
ンド側に使うオーディオクロックのみを入力する。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓ、ベースバンド側オーディオ処理クロック４８ＫＨｚのＶＴＲを基装置として、
フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、ベースバンド側オーディオ処理クロック４８ＫＨ
ｚのＶＴＲを作る場合にも、オーディオクロックは４８ＫＨｚのみを入力する。４８ＫＨ
ｚ×５０／６０＝４０ＫＨｚは必要ない。
【００２２】
オーディオデータのフォーマット変換はＥＣＣエンコード処理回路への入力直後に行なう
。オーディオデータの変換は、基となる記録装置のオーディオベースバンドサンプルあた
りビット数分のレジスタを設けて、そのレジスタにＬＳＢファストまたはＭＳＢファスト
でサイクリックに書込み、読出しを行なうことで、オーディオデータのフォーマット変換
を行なう。また、読出し側は書込み側データレートと合わせるために読出しの休みを入れ
る。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×
２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを基とする装置に対してフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ
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、９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅの装置を作る場合には、
ＥＣＣエンコード処理回路で２４個（２４ｂｉｔ分）のレジスタを設け、そこでＬＳＢフ
ァストに２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでレジスタにサイクリックに書込み、ＬＳＢファスト
にて２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでレジスタから読出し、オーディオデータのフォーマット
変換を実現する。読出し側は６ｓａｍｐｌｅに１回は読出しを休む。
【００２３】
オーディオデータのフォーマット変換以降の回路へのコントロールは、オーディオデータ
のフォーマット変換用レジスタ読出しに応じて延びるようにする。つまり、オーディオデ
ータのフォーマット変換用レジスタ読出しの休みに応じてコントロール信号のための内部
カウンタ動作を休むようにする。例えばフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓを基とする
装置に対してフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置を作る場合には、６ｓａｍｐｌ
ｅに１ｓａｍｐｌｅオーディオデータのフォーマット変換レジスタの読出しが休みになる
。これに合わせてコントロール信号用内部カウンタも休む。よって、コントロール信号の
周期は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの６／５の周期になり、６０Ｆｉｅｌｄ／ｓで８００ｓａｍｐ
ｌｅ（１フィールド）で行なっていた処理が５０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは９６０ｓａｍｐｌｅ
（１フィールド）かかって同じ処理をすることになる。
【００２４】
一方、本装置の再生側では、オーディオデータ変換部から記録再生媒体に近いブロックの
オーディオ処理部クロックは基装置と対象装置のフィールド周波数比クロックを入力する
。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、オーディオ処理クロック周波数４８Ｋ
ＨｚのＶＴＲを基装置として、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓのＶＴＲを考えた場
合にはオーディオ処理クロック周波数を４８ＫＨｚ×５０／６０＝４０ＫＨｚとする。
【００２５】
オーディオデータ変換部から装置の出力部に近い（媒体から遠い）ブロックのオーディオ
処理クロックは装置の出力クロック周波数とする。例えば、基となる装置が６０Ｆｉｅｌ
ｄ／ｓでオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ
／Ｓａｍｐｌｅ（サンプリング周波数４８ＫＨｚ）として、それを基とする５０Ｆｉｅｌ
ｄ／ｓの装置では１フィールドあたり９６０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓ
ａｍｐｌｅ（サンプリング周波数４８ＫＨｚ）で記録しているとすると、オーディオデー
タ変換部から装置の出力部に近い（媒体から遠い）ブロックは４８ＫＨｚのクロックで処
理する。よって、両装置共にベースバンド処理は４８ＫＨｚであり、共に同じ回路が使え
る。
【００２６】
オーディオデータ変換部の装置出力部に近い側（媒体から遠い側）はオーディオデータの
フィールドあたり総ビット数が、基となるフィールド周波数装置と同じになるようなフィ
ールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数にする。例えば、基となるフィールド
周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌｅ
／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録されているとしたら、フィールド周波数
５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置では９６０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓａｍｐ
ｌｅとする。共にフィールドあたり総ビット数は１９２００ｂｉｔ／ｓとなる。この例の
ようにサンプルあたりのビット数を基の装置より変えることによって共に装置の出力サン
プリング周波数を同じにすることが出来る。上記例は両フィールド周波数装置共にサンプ
リング周波数４８ＫＨｚである。
【００２７】
上記のようにオーディオデータ変換部の装置出力部に近い側のフィールドあたりサンプル
数、サンプルあたりビット数を決定するわけだが、これが装置出力部のフィールドあたり
サンプル数、サンプルあたりビット数と同じであれば処理が簡単になる。しかし、対象フ
ィールド周波数によっては都合の良いフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビッ
ト数がない場合がある。また、対象装置の都合によって、装置出力部のフィールドあたり
サンプル数、サンプルあたりビット数を任意にしたい場合がある。この場合、装置出力部
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のフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数に近くて基装置の総ビット数と
同じになるようなフィールドあたりサンプル数（サンプリング周波数に影響）、サンプル
あたりビット数を決める。そしてそのサンプリング周波数になるように装置の出力部から
オーディオデータ変換部までの間にオーディオサンプリングレートコンバーターを設ける
。例えば、基が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａ
ｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録できるとして、それを基にして
４８ｆｉｅｌｄ／ｓの装置でオーディオ出力部を４８ＫＨｚにする場合を考える。４８ｆ
ｉｅｌｄ／ｓの装置ではオーディオが１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄになる。単純に
変換すると８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１９２００ｂ
ｉｔ／ｆｉｅｌｄであるので、１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×１９．２ｂｉｔ／ｓ
ａｍｐｌｅとなる。１サンプルあたり１９．２ｂｉｔは整数ビット数ではないので実現で
きない。そこでこれに近くて都合の良いフィールドあたりサンプル数にする。例えば９６
０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅにする。しかし、このフィール
ドあたりサンプル数ではサンプリング周波数が９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×４８ｆ
ｉｅｌｄ／ｓ＝４６０８０ｓａｍｐｌｅ／ｓとなる。そこで、装置の出力部とオーディオ
データ変換部の間に４６．０８ＫＨｚ＜－＞４８ＫＨｚのサンプリングレートコンバータ
を設けて出力部は所望の４８ＫＨｚサンプリングレートとする。この場合、４６．０８Ｋ
Ｈｚにサンプリングレートコンバートされているが人間の可聴域は一般に２０ＫＨｚなの
でサンプリング定理に当てはめてもサンプリング周波数は４０ＫＨｚを越えていれば良く
、Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ等の性能を考えても４６．０８ＫＨｚのサンプリング周波数があれば十
分であると考えられる。
【００２８】
上記と同じ理由で都合の良いフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数がな
い場合に上記のサンプリングレートコンバータを使わずに、スタッフィング（意味のない
データ）を足して基となる装置と同じフィールドあたり総ビット数にしても良い。例えば
、フィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓを考えた場合、１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌ
ｄ×１９ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに２００ｂｉｔのスタッフィング（意味のないデータ）を
足して８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１９２００ｂｉｔ
／ｆｉｅｌｄに変換する。
【００２９】
データ記録におけるエンコード時には対象装置のオーディオデータをオーディオデータ変
換部にてデータ変換を行ない、基となるフィールド周波数装置のベースバンドと同じフィ
ールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数に変換すると同時にサンプリングレー
トをフィールド周波数比倍に変更する。具体的にはＦＩＦＯがデータ変換に利用でき、サ
ンプリング周波数変換もＦＩＦＯで行なう。例えば、基となる装置が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ
でオーディオデータが１フィールドあたり８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ
／Ｓａｍｐｌｅとして、それを基とする５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置では１フィールドあた
り９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録する装置を考える
。５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置で６Ｓａｍｐｌｅを１処理単位として６ｓａｍｐｌｅ×２０
ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）をオーディオデータ変換部のＦＩＦＯに４８ＫＨｚ
で書き込んで、ＦＩＦＯ上で５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅにデータ並び替
えを行ない、４０ＫＨｚ（＝４８ＫＨｚ×５０／６０）で読み出す。このようにすればオ
ーディオデータ変換部で９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（
４８ＫＨｚ）が８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４０ＫＨ
ｚ）に変換出来る。
【００３０】
データ再生におけるデコード時にはオーディオデータ変換部にてデータ変換を行ない対象
フィールド周波数装置に合ったフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数に
変換すると同時にサンプリングレートをフィールド周波数比倍に変換して元にもどす。具
体的にはＦＩＦＯがデータ変換に利用でき，サンプリング周波数変換もＦＩＦＯで行なう
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。例えば、基となる装置が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓでオーディオデータが１フィールドあたり
８００Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅとして、５０Ｆｉｅｌｄ／
ｓの装置にて１フィールドあたり９６０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓａｍ
ｐｌｅを記録している場合を考える。媒体上では６ｓａｍｐｌｅ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐ
ｌｅ（４８ＫＨｚ）を５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４０ＫＨｚ）に変換
されて記録されている。再生された５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４０Ｋ
Ｈｚ）をオーディオデータ変換部のＦＩＦＯに４０ＫＨｚで書き込んで、ＦＩＦＯ上で６
ｓａｍｐｌｅ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅにデータ並び替えを行ない、４８ＫＨｚで読み
出す。このようにすればオーディオデータ変換部で８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２
４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４０ＫＨｚ）が９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ
／ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）に変換出来る。
【００３１】
オーディオデータ変換のシーケンス起点はフィールド最初の第一サンプルからとする。例
えば、上記の例だとエンコード時フィールド最初の第一サンプルから６ｓａｍｐｌｅ×２
０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅが、変換処理で５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変
換され、デコード時フィールド最初の第一サンプルから５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓ
ａｍｐｌｅが、変換処理で６ｓａｍｐｌｅ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換される。
【００３２】
媒体上のオーディオ記録フォーマットは基となる装置と同じにして、誤り訂正符号化等の
処理を基となる装置と全く同じに処理する。例えば基の装置が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓでオー
ディオデータが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａ
ｍｐｌｅとして、それを基とした５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置にて１フィールドあたり９６
０Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録する場合、オーディオデ
ータは変換部で９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅから８００
ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換される。変換後のオーディ
オデータは基となる装置と同じフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数で
あり、これに基となる装置と同じ誤り訂正等の処理をして、オーディオ記録フォーマット
は基の装置と同じになるようにして記録する。
【００３３】
本発明に係る音声記録装置では、オーディオデータのフォーマット変換処理をＥＣＣデコ
ード処理回路内にて行なうこともできる。その際、ＥＣＣデコード処理回路にはベースバ
ンド側に使うオーディオクロックのみを入力する。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓ、ベースバンド側オーディオ処理クロック周波数４８ＫＨｚのＶＴＲを基装置と
して、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、ベースバンド側オーディオ処理クロック周
波数４８ＫＨｚのＶＴＲを作る場合にも、オーディオクロックは４８ＫＨｚのみを入力す
る。４８ＫＨｚ×５０／６０＝４０ＫＨｚは必要ない。
【００３４】
オーディオデータのフォーマット変換はＥＣＣデコード処理回路の出力直前に行なう。オ
ーディオデータの変換は、基となる再生装置のオーディオベースバンドサンプルあたりビ
ット数分のレジスタを設けて、そのレジスタにＬＳＢファストまたはＭＳＢファストでサ
イクリックに書込み、読出しを行なうことでオーディオデータのフォーマット変換を行な
う。また、書込み側は読出し側データレートと合わせるために書込みの休みを適宜入れる
。例えば、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２
４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを基とする装置に対してフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、
９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅの装置を作る場合にはＥＣ
Ｃデコード処理回路で２４個（２４ｂｉｔ分）のレジスタを設け、そこでＬＳＢファスト
に２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでレジスタにサイクリックに書込み、ＬＳＢファストにて２
０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでレジスタから読出し、オーディオデータのフォーマット変換を
実現する。書込み側は６ｓａｍｐｌｅに１回は書込みを休む。
【００３５】
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オーディオデータのフォーマット変換より前の部分の回路へのコントロールはオーディオ
データのフォーマット変換用レジスタ書込みの休みに応じて延びるようにする。つまり、
オーディオデータのフォーマット変換用レジスタ書込みの休みに応じてコントロール信号
用の内部カウンタ動作を休むようにする。例えばフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓを
基とする装置に対してフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの装置を作る場合には６ｓａ
ｍｐｌｅに１ｓａｍｐｌｅオーディオデータのフォーマット変換レジスタの書込みが休み
になる。これに合わせてコントロール信号用内部カウンタも休む。よって、コントロール
信号の周期は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの６／５の周期になり、６０Ｆｉｅｌｄ／ｓで８００ｓ
ａｍｐｌｅ（１ｆｉｅｌｄ）で行なっていた処理が５０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは９６０ｓａｍ
ｐｌｅ（１ｆｉｅｌｄ）かかって同じ処理をすることになる。
【００３６】
順方向再生の時と逆方向再生の時でオーディオデータのフォーマット変換用レジスタに読
み書きする際にＬＳＢファストとするか、ＭＳＢファストとするかを自動的に選択動作す
る。これは順方向再生と逆方向再生でオーディオデータが来る順番が逆になるため、フォ
ーマット変換もＭＳＢファスト詰め、ＬＳＢファスト詰めで逆になる。よって、オーディ
オデータのフォーマット変換も順方向再生、逆方向再生に応じてＭＳＢファストでフォー
マット変換するか、ＬＳＢファストでフォーマット変換するかを適宜コントロールする必
要が出てくる。
【００３７】
シャトル再生時にはオーディオデータのフォーマット変換処理をする際、異フィールドの
データが混じり合ってデータが再生されるが、オーディオデータのフォーマット変換シー
ケンスの最初と最後のデータパックには元の１サンプル分、全てのデータが入っているパ
ックが来るはずなので、この元のデータにフォーマット変換出来るデータだけを有効デー
タとして再生する。オーディオデータのフォーマット変換シーケンスの最初と最後以外の
データは完全にはフォーマット変換出来ず、違うサンプルデータが混じり合ってフォーマ
ット変換されるはずであり、これらサンプルはエラーとして、後段でコンシール処理をす
る。尚、上位の有効データビット数を制限すればオーディオデータフォーマット変換シー
ケンスの最初と最後以外にも有効なオーディオデータフォーマット変換サンプルが出来る
ので上記よりも多くのデータを有効データとしてシャトル再生音に使える。但し、その場
合には制限ビット数以下のＬＳＢビットは０データに置き換える。
【００３８】
ビデオに関しては本装置の記録側では、変換部で対象フィールド周波数の入力信号のビデ
オ画枠を基となる装置の画枠と同じになるように変換すると同時に、クロックをフィール
ド周波数比倍に変換する。例えば、基となる装置がフィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓ
で２２００ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０
ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック７４．２５ＭＨｚ）だとして、対象となる装
置がフィールド周波数５０ｆｉｅｌｄ／ｓ、２６４０ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５
Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック７
４．２５ＭＨｚ）だとすると、変換部で対象となる装置の２６４０ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎ
ｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ
，クロック７４．２５ＭＨｚ）を２２００ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／
Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック６１．８７５
ＭＨｚ（＝７４．２５ＭＨｚ×５０／６０））に変換する。
【００３９】
ビデオ圧縮処理や、誤り訂正符号化等のビデオエンコード処理は、変換部より先では基装
置と対象装置のフィールド周波数比倍のクロックで基装置と全く同じ処理を行ない、記録
フォーマットは基装置と同じになるようにする。例えば、基装置がフィールド周波数６０
ｆｉｅｌｄ／ｓ、ビデオ圧縮処理出力クロック４６．４ＭＨｚで対象装置が５０ｆｉｅｌ
ｄ／ｓだとすると、対象装置のビデオ圧縮処理出力クロックは４６．４ＭＨｚ×５０／６
０＝３８．６６６６ＭＨｚで基装置と同じ処理を行なう。
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【００４０】
一方、本装置の再生側では、誤り訂正処理やビデオ伸張等のビデオデコード処理は、ビデ
オデコードクロック変換部までは基装置と対象装置のフィールド周波数比倍のクロックで
基装置と全く同じ処理を行なう。例えば、基装置がフィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓ
、ビデオ伸張入力クロック４６．４ＭＨｚで対象装置が５０ｆｉｅｌｄ／ｓだとすると対
象装置のビデオ伸張入力クロックは４６．４ＭＨｚ×５０／６０＝３８．６６６６ＭＨｚ
で基装置とまったく同じ処理を行なう。
【００４１】
ビデオデコードクロックの変換部で対象フィールド周波数の出力信号のビデオ画枠を所望
の画枠に変換すると同時に所望のクロックに変換する。例えば、基となる装置がフィール
ド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓで２２００ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆ
ｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック７４．２５ＭＨ
ｚ）だとして、対象となる装置の出力がフィールド周波数５０ｆｉｅｌｄ／ｓ、２６４０
ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌ
ｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック７４．２５ＭＨｚ）だとすると、ビデオデコードクロッ
ク変換部の入力側では、基装置と同じ画枠かつクロックは基装置と対象装置のフィールド
周波数比倍なので、２２００ｓａｍｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（
有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ、クロック６１．８７５ＭＨｚ（＝７
４．２５ＭＨｚ×５０／６０））になっている。これを対象となる装置の２６４０ｓａｍ
ｐｌｅ／Ｌｉｎｅ×１１２５Ｌｉｎｅ／Ｆｉｅｌｄ（有効領域１９２０ｓａｍｐｌｅ×１
０８０Ｌｉｎｅ、クロック７４．２５ＭＨｚ）に変換する。
【００４２】
標準規格（ＳＤ）等のようにフィールド周波数によってビデオライン数や有効画枠が違う
場合には、記録側では対象装置のエンコード系にビデオライン数及び有効画枠等を基装置
と同じにし且つクロックを基装置と対象装置のフィールド周波数比倍になるように変換す
るビデオラインコンバートフィルタ付きの変換部を設ける。例えばフィールド周波数６０
ｆｉｅｌｄ／ｓで有効領域７２０ｓａｍｐｌｅ×４８０Ｌｉｎｅ（１３．５ＭＨｚ）、５
０ｆｉｅｌｄ／ｓで有効領域７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅ（１３．５ＭＨｚ）と
、画枠及びクロックが違う場合を考える。これに対応するためには、５０ｆｉｅｌｄ／ｓ
の７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅを６０ｆｉｅｌｄ／ｓの７２０ｓａｍｐｌｅ×４
８０Ｌｉｎｅにフィルタ処理でライン変換し、かつクロック周波数を１３．５ＭＨｚ×５
０／６０＝１１．２５ＭＨｚに変換する。
【００４３】
一方再生側では、標準規格（ＳＤ）等のようにフィールド周波数によってビデオライン数
、有効画枠が違う場合には、対象装置のデコード系に基装置と同じビデオ画枠で且つクロ
ックが基装置と対象装置のフィールド周波数比となっているビデオ信号を、所望のビデオ
画枠及びクロック周波数に変換するビデオラインコンバートフィルタ付き変換部を設ける
。例えば、基となる装置がフィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓで有効領域７２０ｓａｍ
ｐｌｅ×４８０Ｌｉｎｅ（１３．５ＭＨｚ）だとして、対象となる装置の出力がフィール
ド周波数５０ｆｉｅｌｄ／ｓ、７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅ（１３．５ＭＨｚ）
だとすると、ビデオラインコンバートフィルタ付き変換部の入力側では基装置と同じ画枠
で且つクロックが基装置と対象装置のフィールド周波数比倍なので、７２０ｓａｍｐｌｅ
×４８０Ｌｉｎｅ（クロック１１．２５ＭＨｚ（＝１３．５ＭＨｚ×５０／６０））にな
っている。これを対象となる装置の７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅ（１３．５ＭＨ
ｚ）にビデオフィルタ付き変換部で変換する。
【００４４】
【発明の実施の形態】
当発明はあるフィールド周波数の記録再生装置が存在する時に、そのシステムを基本とし
て異なるフィールド周波数に対応する記録再生装置を作る際に、装置を簡素化する方式で
ある。具体的な例としてＶＴＲ記録再生装置を例にあげるのでこれより先は記録再生装置
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という呼び方はせず、単にＶＴＲと記述する。但し、本発明は、ＶＴＲに限られるもので
はない。このＶＴＲはＣＰＵを内蔵しており、コンピュータプログラムを実行して、所定
の手順からなる音声記録方法、音声再生方法、映像記録方法及び映像再生方法を実現する
。このコンピュータプログラムは、ＲＯＭ、ハードディスクその他の媒体に格納され、Ｖ
ＴＲに組み込まれる。ＶＴＲのＣＰＵは、この媒体からコンピュータプログラムを読み出
して、実行するようになっている。
【００４５】
図１は、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓに対応したＶＴＲのブロック図である。こ
れが基本となるＶＴＲになる。（Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は再生側を示す。入力ビデ
オ信号はビデオベースバンド処理部１に送られる。ビデオベースバンド処理部１は、７４
．２５ＭＨｚのクロックで動作する。ここで輝度、クロマ等がコントロールされる。ビデ
オベースバンド処理部１で処理された信号はビデオ圧縮部２に送られる。ここではビデオ
信号が圧縮され、４６．４ＭＨｚのクロックにのせられてＥＣＣエンコード＆オーディオ
／ビデオ結合部４に送られる。
【００４６】
一方、入力オーディオ信号はサンプリング周波数が４８ＫＨｚである。１フィールドあた
りのサンプル数を計算すると４８Ｋ／６０＝８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄとなる。１
サンプルは２４ｂｉｔである。この入力オーディオ信号は、オーディオベースバンド処理
部３に送られオーディオベースバンド処理が行われる。例えば、ここではゲイン調整等が
行われる。オーディオベースバンド処理部３で処理された信号はＥＣＣエンコード＆オー
ディオ／ビデオ結合部４に送られる。ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４で
はオーディオ、ビデオそれぞれにエラー訂正コード（Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ
　Ｃｏｄｅ、ＥＣＣ）生成を行ない、Ｃ１，Ｃ２パリティーを付加して、テープフォーマ
ットに合うようにデータ加工を行なう。ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４
の入力クロックは、ビデオが４６．４ＭＨｚで、オーディオが４８ＫＨｚ系である。また
、出力はテープ記録データとして９４ＭＨｚシリアルデータで出力される。
【００４７】
ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４のオーディオ入力データはシリアルであ
り、１ｓａｍｐｌｅ６４ｂｉｔで送られる。オーディオシリアルデータフォ－マットを図
２に示す。ここでわかるようにシリアルデータは２チャネル混合のＡＥＳ／ＥＢＵの形式
で送られる。Ｚ，Ｍ，Ｊ，Ｅ，Ｖ，Ｕ，Ｃ，Ｐはそれぞれフラグであり、本線データはＬ
ＳＢファストで送られてくる。図２は、２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅと２０ｂｉｔ／ｓａｍ
ｐｌｅのデータ形式を示す。このように、ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部
４のオーディオ入力はシリアルデータである。図１では、４８ＫＨｚと書いたがこれは１
サンプルを１クロックと数えた時に４８ＫＨｚのレートになるという意味であり、つまり
サンプリング周波数のことである。ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４のオ
ーディオ入力はシリアルデータなので、シリアルデータのクロック周波数で書くと４８Ｋ
Ｈｚ×６４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝３．０７２ＭＨｚとなる。しかしオーディオは１ｓａ
ｍｐｌｅを１単位とした周波数であるサンプリング周波数が重要であり、この例ではたま
たま１ｓａｍｐｌｅが６４ｂｉｔシリアルで送られてくるが、２５６ｂｉｔで送られると
いう場合もありうる。このため、図１ではあえて重要な４８ＫＨｚだけを記述しており、
これより先もオーディオクロックについてはサンプリング周波数で記述する。
【００４８】
ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４で作られた信号はテープに記録される。
テープ再生された信号はＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５の入力となる。Ｅ
ＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５はオーディオ、ビデオのデータに分離した後
、エラー訂正コードのデコード（復号化）を行ない誤り訂正を行なう。ビデオデータはク
ロック４６．４ＭＨｚにのせて出力され、ビデオ伸張部６に入力される。ビデオ伸張部６
では圧縮が解かれビデオベースバンド信号が出力される。この信号はビデオベースバンド
処理部７に送られる。ビデオベースバンド処理部７では輝度、クロマ等がコントロールさ
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れた後、ＶＴＲ出力される。一方オーディオはＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離
部５で誤り訂正処理を行われた後、オーディオベースバンドでＥＣＣデコード＆オーディ
オ／ビデオ分離部５より出力される。この時のフィールドあたりサンプル数、及びサンプ
ルあたりビット数は８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ，２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅである
。この信号がサンプリング周波数４８ＫＨｚでオーディオベースバンド処理部８に送られ
る。オーディオベースバンド処理部８では出力オーディオのゲインコントロール等が行わ
れる。この信号がＶＴＲ出力オーディオとなる。
【００４９】
図３の（Ａ）はフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのビデオ記録フォーマット図である
。１フィールドは６トラックから構成されており、トラック１本でビデオ１ＥＣＣ（エラ
ー訂正コード）ブロック（積符合）が構成されている。６Ｔｒａｃｋ／Ｆｉｅｌｄである
ことから、ビデオは６ＥＣＣブロック／フィールドある。図３（Ａ）のテープフットプリ
ント図のＶはビデオを表しており、ビデオは１トラックに２セクター分割されて置かれて
いる。ビデオの１ＥＣＣブロックは２５０ｓｙｎｃ／ｔｒａｃｋであり、１セクターあた
り１２５ｓｙｎｃづつおかれており、２セクターで２５０Ｓｙｎｃになる。つまり、１ト
ラックでは２５０Ｓｙｎｃデータが存在しており、このＥＣＣブロック構成は図３（Ｂ）
のようになる。１ＳｙｎｃとはＥＣＣブロックのＣ１方向データ１本のことをいう。Ｃ１
ＥＣＣパリティが１２Ｂｙｔｅ，Ｃ２ＥＣＣパリティが２４Ｂｙｔｅの構成である。ビデ
オデータは圧縮データである。
【００５０】
図４はフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのオーディオ記録フォーマット図である。図
４（Ａ）に示すテープフットプリント図のＡ０はオーディオチャネル０を表し、Ａ１はオ
ーディオチャネル１を表し、Ａ２はオーディオチャネル２を表し、Ａ３はオーディオチャ
ネル３を表している。オーディオＥＣＣブロック構成はオーディオのチャネル毎に１フィ
ールドで構成されている。オーディオは１トラック、１チャネルあたり４Ｓｙｎｃづつ記
録されている。よって、１フィールド分６トラックのデータを集めると４Ｓｙｎｃ／ｔｒ
ａｃｋ・チャネル×６Ｔｒａｃｋ／Ｆｉｅｌｄ＝２４Ｓｙｎｃ／ｆｉｅｌｄ・チャネルと
なり、これでオーディオ１チャネルのＥＣＣブロックを構成する。図４の（Ｂ）に示すよ
うにオーディオＥＣＣブロックが構成され、Ｃ１ＥＣＣパリティは１２Ｂｙｔｅ，Ｃ２Ｅ
ＣＣパリティは１２Ｂｙｔｅが割り当てられている。オーディオ１サンプルあたり２４ｂ
ｉｔであるのでこれを８ｂｉｔ×３Ｓｙｍｂｏｌに分割する。図４（Ｂ）に示すように、
１Ｓａｍｐｌｅは同じＳｙｎｃに３ＢｙｔｅのデータとしてＭＳＢから入るように構成さ
れている。１フィールドあたりでは８００ｓａｍｐｌｅのデータであるのでＥＣＣブロッ
クで４Ｓａｍｐｌｅ分データ枠が余るが、ここにはユーザデータが割り当てられている。
オーディオサンプルデータは非圧縮のデータが入る。
【００５１】
図５は、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓを実現するＶＴＲのブロック図である。（
Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は再生側を示す。このＶＴＲは図１のフィールド周波数６０
Ｆｉｅｌｄ／ｓのＶＴＲを基本としている。ビデオ圧縮部２、オーディオベースバンド処
理部３、ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４、ＥＣＣデコード＆オーディオ
／ビデオ分離部５、ビデオ伸張部６及びオーディオベースバンド処理部８は、全て基本と
なる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ対応のＶＴＲと全く同じブロックを使用する。ビデオベースバン
ド処理部１’及びビデオベースバンド処理部７’はそれぞれビデオエンコード／デコード
のベースバンド処理ブロックであるが、処理クロックが７４．２５ＭＨｚであり、基とな
るフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのビデオベースバンド処理部１及びビデオベース
バンド処理部７の処理クロックと同じであり、ほとんど同じ処理が使えるので、実際には
ビデオベースバンド処理部１’とビデオベースバンド処理部１、ビデオベースバンド処理
部７’とビデオベースバンド処理部７には回路的な差異がほとんどない。
【００５２】
ビデオクロックコンバータ１１は、入力７４．２５ＭＨｚに対して出力がフィールド周波
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数比５０／６０倍の６１．８７５ＭＨｚとなるようなクロックコンバータである。本例は
ハイビジョンを考えており、フィールド周波数５０Ｈｚ，６０Ｈｚのいずれの場合にもビ
デオ有効フレーム領域が１９２０ｓａｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ（または１４４０ｓａ
ｍｐｌｅ×１０８０Ｌｉｎｅ）という画枠であり、５０Ｈｚ，６０Ｈｚで有効画枠の違い
はないので単純に５０／６０倍の６１．８７５ＭＨｚにしても無効領域を捨て去るだけで
あり、有効領域はすべてがそのまま有効データとなる。
【００５３】
図６に各フィールド周波数及び処理過程における画枠の違いを示した。（Ａ）はフィール
ド周波数６０Ｈｚの画枠、（Ｂ）はフィールド周波数５０Ｈｚの画枠、（Ｃ）はフィール
ド周波数５０Ｈｚの画枠をビデオクロックコンバータ１１で処理した後の画枠（信号形態
）を示す。このように、ビデオクロックコンバータ１１で処理した後の信号形態（Ｃ）は
無効領域も含めて６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、７４．２５ＭＨｚの信号形態（Ａ）と全く同じで
ある。
【００５４】
ビデオクロックコンバータ１１から出力された６１．８７５ＭＨｚの出力信号をビデオ圧
縮部２に送る。出力クロックも５０／６０倍の３８．６６６ＭＨｚとすれば、ビデオ圧縮
部２にとってはクロックとデータレートが５０／６０倍になっただけであり、処理は基と
なる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲと全く同じである。逆の言い方をすればビデオクロックコ
ンバータ１１の役目はビデオクロックコンバータ１１以降の処理を５０／６０倍のレート
で基となる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ対応ＶＴＲと全く同じ処理をさせることといえる。
【００５５】
一方オーディオ側は、ビデオ側のビデオクロックコンバータ１１と同じ働きを、オーディ
オデータパック部９で行なう。オーディオデータパック部９では、図５に書いているよう
に４８ＫＨｚ，９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（＝１９２
００ｂｉｔ／ｆｉｅｌｄ）を４０ＫＨｚ，８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ
／ｓａｍｐｌｅ（＝１９２００ｂｉｔ／ｆｉｅｌｄ）にデータ変換する。これらのオーデ
ィオデータはどちらもフィールドあたり総ビット数が１９２００ｂｉｔ／ｆｉｅｌｄと同
じなのでデータ変換が可能である。ここで４０ＫＨｚ＝４８ＫＨｚ×５０／６０であり、
オーディオ側も、オーディオデータパック部９以降は５０／６０倍のレートで基となるフ
ィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲと全く同じ処理が出来る。
【００５６】
図７にオーディオデータパック部９の詳細構成を示す。図７の（Ａ）でわかるように、オ
ーディオデータパック部９はＦＩＦＯコントロールとＦＩＦＯ部からなっている。データ
パックの１シーケンスは４８ＫＨｚ系（２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ）で６ｓａｍｐｌｅと
なっている。２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ×６ｓａｍｐｌｅ＝１２０ｂｉｔであるが、これ
を４０ＫＨｚ系（２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ）で１２０ｂｉｔ＝２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌ
ｅ×５ｓａｍｐｌｅに変換する。オーディオデータパック部９にはオーディオデータがシ
リアルで入力されており、４８ＫＨｚ系の６４×４８ＫＨｚでシリアル１ｂｉｔづつ書込
む。この時、Ｚ，Ｍ，Ｊ，Ｅ，Ｖ，Ｕ，Ｃ，ＰのフラグはＦＩＦＯに書かず、データだけ
をＦＩＦＯに書く。これを４０ＫＨｚ系の６４×４０ＫＨｚでシリアル１ｂｉｔづつ読出
しする。但し、フラグ部分はＦＩＦＯから読出しせずに０をうめる（後段でフラグは意味
のないデータである）。読出しは２４ｂｉｔを１ｓａｍｐｌｅとしてサンプル毎行ない、
ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４に送られる。図７（Ｂ）にしめすように
シーケンスの開始点はフィールドの先頭で行なうこととする。このコントロール信号とし
て、オーディオデータパック部９にはフィールド先頭を示す信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔ
がきている。図７（Ｂ）には、データパックのＦＩＦＯへの書込み及び読出しの様子が書
いてある。ここでＦＩＦＯが４ｂｉｔのマスで区切られているのは２０ｂｉｔ－＞２４ｂ
ｉｔ変換の様子を分かりやすくするためであり、実際には先に述べたように１ｂｉｔ毎に
書込まれており、１ｂｉｔ毎に読出されている。Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔについては、４
８ＫＨｚ系から４０ＫＨｚ系へ変換する時オーディオデータパック部９内のＦＩＦＯコン
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トロールが信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔを出して、変換後の４０ＫＨｚ系でフィールド先
頭がどこかということを示す情報を出す。この情報を基にしてＥＣＣエンコード＆オーデ
ィオ／ビデオ結合部４においてオーディオのフィールド切れ目で区切ってオーディオデー
タ切り出しを行ないＥＣＣブロックを作る。
【００５７】
図５に示した、ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４のビデオ入力及びオーデ
ィオ入力は、共に６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合に比べて５０／６０倍のレートになっている
。そして、ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４の出力も５０／６０倍のレー
トなので、ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合
と全く同じ処理を５０／６０倍のレートで処理することになる。当然ではあるが、回路等
は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓと５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合で全く同じものが使える。そして、５
０／６０倍のレートでテープに記録される。この時テープ走行速度、ドラム回転速度等は
全て６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合に比べてフィールド周波数比倍の５０／６０倍レートにな
っている。よって、フットプリントは基となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ対応
ＶＴＲと５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ対応ＶＴＲとで同じになる。
【００５８】
一方テープ再生では、基本となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの５０／６０倍レ
ートのデータがＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５に入力される。ＥＣＣデコ
ード＆オーディオ／ビデオ分離部５は全て６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの５０／６０倍のレートで
処理を行なう。このためビデオ出力及びオーディオ出力は共に６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲ
の場合より５０／６０倍のレートとなる。当然ではあるが、ＥＣＣデコード＆オーディオ
／ビデオ分離部５は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合と全く同じ処理でレートが違うだけなので
６０Ｆｉｅｌｄ／ｓと同じ回路が使える。ＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５
のビデオ出力はビデオ伸張部６に入る。ビデオ伸張部６も入出力処理共に６０Ｆｉｅｌｄ
／ｓの場合に比べて５０／６０倍のレートになる。当然回路は６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合
と全く同じものが使える。ここで，再生側のビデオクロックコンバータ１２は、記録側の
ビデオクロックコンバータ１１と逆の働きをする。ビデオクロックコンバータ１２は、６
０Ｆｉｅｌｄ／ｓの５０／６０のレートである６１．８７５ＭＨｚから７４．２５ＭＨｚ
に戻す。図６に示すように有効領域は変化せず、無効領域（ブランキング部分）が増えて
７４．２５ＭＨｚとなる。ビデオベースバンド処理部７’ではビデオベースバンド処理が
行われ、輝度及びクロマ等の調整がされる。ビデオベースバンド処理部７’のフィールド
周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ出力がＶＴＲ出力となる。
【００５９】
一方オーディオはＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５で誤り訂正処理がなされ
た後、４０ＫＨｚ，８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅでデー
タパックされた状態で、オーディオデータデパック部１０に入力される。オーディオデー
タデパック部１０では、オーディオデータパック部９と逆の働きをしてデータパックをほ
どき、元の４８ＫＨｚ，９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに
戻す。オーディオデータデパック部１０の詳細を図８に示す。（Ａ）に示すように，オー
ディオデータパック部９と同じようにＦＩＦＯコントロールで４０ＫＨｚから４８ＫＨｚ
へ変換されても、フィールド先頭を示す信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔが正しく伝わるよう
になっている。書込み側の信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔはデータデパックシーケンスの開
始点であり、非常に重要な信号である。シーケンスは、オーディオデータパック部９と同
じように４０ＫＨｚ系（書込み側）で５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１２
０ｂｉｔ、４８ＫＨｚ系（読出し側）で６ｓａｍｐｌｅ×２０ｂｉｔ＝１２０ｂｉｔが１
シーケンスとなっている。オーディオデータデパック部１０でも、信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔ
ａｒｔがデータデパックシーケンス開始点となっている。
【００６０】
オーディオデータデパック部１０で処理された４８ＫＨｚ，９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅ
ｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅはオーディオベースバンド処理部８に入力され、ゲイン
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調整等のオーディオベースバンド処理が行われた後、ＶＴＲ出力として、フィールド周波
数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ，４８ＫＨｚ，９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓ
ａｍｐｌｅで出力される。このようにしてフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲを
基として、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓに対応する。
【００６１】
これまではフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合について述べたが、他のフィール
ド周波数についても対応可能である。図９にフィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合
のブロック図を示す。（Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は再生側を示す。基となるＶＴＲは
図１のフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲである。ビデオ側はビデオクロックコ
ンバータ１１及びビデオクロックコンバータ１２で先ほどのフィールド周波数５０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓの場合と同様にレートをフィールド周波数比倍変換しており、この場合７４．２
５ＭＨｚ＜－－－－＞５９．４ＭＨｚ（＝７４．２５ＭＨｚ×４８／６０）に変換してい
る。
【００６２】
この様子を図１０に示した。（Ａ）はフィールド周波数６０Ｈｚの画枠、（Ｂ）はフィー
ルド周波数４８Ｈｚの画枠、（Ｃ）はフィールド周波数４８Ｈｚの画枠をビデオクロック
コンバータ１１で処理した後の画枠（信号形態）を示す。図１０を見てわかるように、フ
ィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合と同様に、有効領域は入力ビデオクロックコン
バータ１１及び出力ビデオクロックコンバータ１２の変換でも変わらず、無効領域（ブラ
ンキング領域）だけが変化しているのがわかり、変換後は無効領域及び有効領域を含めて
、基となる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲの画枠と全く同じになることがわかる。
【００６３】
一方、オーディオを考えた時、基となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲとフ
ィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲにおいて、オーディオのフィールドあたり総ビ
ット数が同じになるようにするわけだが、フィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓでは都合
の良いフィールドあたりサンプル数、サンプルあたりビット数にならない。基となる６０
Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲでオーディオが１フィールドあたり８００Ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌ
ｄ×２４ｂｉｔ／Ｓａｍｐｌｅで記録できる。それを基にして４８ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲ
でオーディオ入力部を４８ＫＨｚにする場合を考える。４８ｆｉｅｌｄ／ｓだから１００
０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄになる。単純に変換すると８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ
×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ＝１９２００ｂｉｔ／ｆｉｅｌｄであるので、１０００ｓａ
ｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×１９．２ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅとなる。１サンプルあたり１９．
２ｂｉｔは整数ビット数ではないので実現できない。そこでこれに近い９６０ｓａｍｐｌ
ｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを経由して８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ
×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換する。図９にあるように一旦、オーディオレートコン
バータ１３で、１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４８Ｋ
Ｈｚ、４８Ｆｉｅｌｄ／ｓ）を９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐ
ｌｅ（４６．０８ＫＨｚ、４８Ｆｉｅｌｄ／ｓ）に変換する。この信号をオーディオデー
タパック部９でデータ変換して８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐ
ｌｅ（３６．８６４ＫＨｚ＝４６．０８ＫＨｚ×４８／６０，４８Ｆｉｅｌｄ／ｓ）にす
る。フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合と同じように、フィールド周波数比レー
トでエンコード処理を行なう。
【００６４】
デコード処理はエンコード処理と逆に行ない、オーディオデータデパック部１０で８００
ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（３６．８６４ＫＨｚ，４８Ｆｉ
ｅｌｄ／ｓ）を９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４６．０
８ＫＨｚ，４８Ｆｉｅｌｄ／ｓ）に変換し、オーディオレートコンバータ１４で１０００
ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ、４８Ｆｉｅｌｄ／
ｓ）に変換してＶＴＲ出力される。この際に４６．０８ＫＨｚにサンプリングレートがコ
ンバートされているが、人間の可聴域は一般に２０ＫＨｚなのでサンプリング定理にあて
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はめてもサンプリング周波数は４０ＫＨｚを越えていれば良く、Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ等の性能
を考えても４６．０８ＫＨｚのサンプリング周波数があれば十分であると考えられる。こ
のように総ビット数が同じになるようなサンプルあたりビット数を単純に考えた場合に、
整数ビットとならない場合でもサンプリングレートコンバータを用いることによりサンプ
リング周波数をそれほど落とさずにサンプルあたりビット数を整数ビットにすることがで
きる。
【００６５】
上記フィールド周波数４８Ｆｉｅｌｄ／ｓを考えた場合、上記方法のサンプリングレート
コンバータを用いずに１０００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×１９ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに
２００ｂｉｔのスタッフィング（意味のないデータ）を足して８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉ
ｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換してもよい。ただし、この場合にはオーディオ
データパック／デパックシーケンスが長くなるので大きいＦＩＦＯが必要である。即ち，
２０ビットと２４ビットの関係に比べ，１９ビットと２４ビットの数値関係では最小公倍
数が高くなってしまい，その分ＦＩＦＯのサイズが大きくなる。
【００６６】
ここまではハイビジョンを例に説明をしてきたので、図６及び図１０に示す例のようにフ
ィールド周波数が違ってもハイビジョンの規格上有効領域の画枠が同じであり、図５のビ
デオクロックコンバータ１１とビデオクロックコンバータ１２でライン変換フィルタ処理
はしない。しかしスタンダード規格（ＳＤ）の場合、有効領域の画枠は、フィールド周波
数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは７２０ｓａｍｐｌｅ×４８０Ｌｉｎｅ、フィールド周波数５０
Ｆｉｅｌｄ／ｓでは７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅとライン数が違っているので、
ライン変換フィルタ処理が必要になる。図１１に基となるスタンダード規格のフィールド
周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲのブロック図を示す。（Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は
再生側を示す。オーディオベースバンド処理部３及びオーディオベースバンド処理部８は
、図１の例と同じである。入力ビデオベースバンド処理部１５、ビデオ圧縮部１６、ＥＣ
Ｃエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部１７、ＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分
離部１８、ビデオ伸張部１９及び出力ビデオベースバンド処理部２０は、ＳＤ用の処理ブ
ロックである。
【００６７】
図１２にフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲを基にしたＳＤフィールド周波数５
０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲのブロック図を示す。（Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は再生側を
示す。また、図１３にそれぞれの画枠及び、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの処理
後の画枠を示す。（Ａ）はフィールド周波数６０Ｈｚの画枠、（Ｂ）はフィールド周波数
５０Ｈｚの画枠、（Ｃ）はフィールド周波数５０Ｈｚの画枠をビデオクロックコンバータ
で処理した後の画枠（信号形態）を示す。図１２において、ビデオベースバンド処理部２
１および２４はそれぞれ入力ビデオベースバンド処理、出力ビデオベースバンド処理を行
なうが、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ用のものであり、ライン数が違うためにフ
ィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓに対応した図１１のビデオベースバンド処理部１５お
よび２０とは全く違った処理になる。図１２のビデオライン＆クロックコンバータ２２が
図５のビデオクロックコンバータ１１にあたる部分であり、フィールド周波数５０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓの有効画枠７２０ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅを、基となるフィールド周波数
６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの有効画枠７２０ｓａｍｐｌｅ×４８０Ｌｉｎｅに変換するライン変
換フィルタ処理を行なっている。図１３に示すように、ビデオライン＆クロックコンバー
タ２２で画枠を変換すると共にクロックも変更している。
【００６８】
図１２のビデオライン＆クロックコンバータ２３が、図５のビデオクロックコンバータ１
２にあたる部分であり、基となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓの有効画枠７２０
ｓａｍｐｌｅ×４８０Ｌｉｎｅをフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの有効画枠７２０
ｓａｍｐｌｅ×５７６Ｌｉｎｅに変換するライン変換フィルタ処理を行い、元のライン数
に戻している。図１３に示すようにビデオライン＆クロックコンバータ２３で画枠を変換
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すると共にクロックも変更している。ハイビジョンの例と同様に、ビデオ圧縮部１６、Ｅ
ＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部１７、ＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ
分離部１８及びビデオ伸張部１９はレートが変化するだけで、回路は基となるフィールド
周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓＶＴＲと同じものが使える。また、オーディオはハイビジョン
の例と同様に処理することが出来、オーディオデータパック部９、オーディオデータデパ
ック部１０、オーディオベースバンド処理部３及びオーディオベースバンド処理部８は図
５のハイビジョンＶＴＲと全く同じものである。ＳＤの場合を例にあげて述べたが、この
ように画枠が違っても画枠を変換するフィルタ処理をかけることによって、基となるフィ
ールド周波数ＶＴＲから違うフィールド周波数ＶＴＲを作ることができる。
【００６９】
ここで、図５に示したＶＴＲの発展形態を説明する。図５に示したフィールド周波数５０
Ｆｉｅｌｄ／ｓ対応ＶＴＲのオーディオデータデパック部１０を、ＥＣＣデコード＆オー
ディオ／ビデオ分離部５に内蔵化して、内部にその機能を持たせた構成であり、そのブロ
ック図を図１４に示す。（Ａ）は記録側を示し、（Ｂ）は再生側を示す。図１４はフィー
ルド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ，５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの両者に対応している共通ＶＴＲで
ある。図１４に記述している周波数で６０Ｆｉｅｌｄ／ｓと５０Ｆｉｅｌｄ／ｓそれぞれ
で値が違うものはフィールド周波数比倍の関係になっている。例えばビデオ圧縮部２の出
力は３８．６６６６ＭＨｚ＝４６．４ＭＨｚ×５０／６０とフィールド周波数比倍の関係
になっている。
【００７０】
ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４’の具体的な構成を図１５に示す。ここ
でビデオは、ビデオＣ２ＥＣＣ処理部３５でＣ２ＥＣＣ処理されたものが、ＳＤＲＡＭ読
出／書込コントロール部３１に送られる。一方オーディオは、シリアルデータがＳ／Ｐ変
換部２５でシリアル／パラレル変換され、そのデータがコントローラ２６に送られる。コ
ントローラ２６はＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ書込みコントロール（ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ
２８のデータ書込みコントロール）とＥＣＣスタートコントロール（他のコントローラ２
９の処理スタートコントロール）を行なう。コントローラ２６には、コンバートレジスタ
３４が入っている。この部分は後ろで詳しく説明する。ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８はＤ
ｕａｌＰｏｒｔＲＡＭであり、ここでオーディオ４８ＫＨｚ系クロックから内部システム
クロック（６６ＭＨｚ）にクロックのせかえが行われる。コントローラ２９はＲＣＲＡＭ
（ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８）の読出しコントロール、Ｃ２ＲＡＭ３０のコントロール
、Ｃ２ＥＣＣパリティ付加処理、ＳＤＲＡＭ書込み用のアドレス発生が行われる。ＳＤＲ
ＡＭ読出／書込コントロール部３１は、ＳＤＲＡＭ３２のアクセスコントロールをしてい
る。Ｃ１ＥＣＣ処理部３３は、ＳＤＲＡＭ読出しアドレス発生とＣ１ＥＣＣパリティ付加
を行なって、ＲＦクロックレートにのせてＲＦデータを出力する。オーディオタイミング
ジェネレータ２７は、フィールド信号及びサンプリング周期（ＦＳ）信号をもらい、１フ
ィールドを数えている。この場合、フィールド周波数が６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、５０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓ共にサンプリング周波数４８ＫＨｚであるから、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌ
ｄ／ｓの場合には１フィールドあたり８００ｓａｍｐｌｅをカウンタで計数し、コントロ
ーラ２６及びＣ１ＥＣＣ処理部３３に処理タイミングを与えており、フィールド周波数５
０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合には１フィールドあたり９６０ｓａｍｐｌｅをカウンタで計数し
コントローラ２６及びＣ１ＥＣＣ処理部３３に処理タイミングを与えている。
【００７１】
図１６にＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部４’のオーディオタイミングチャ
ートを示す。図１６はフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、１サンプルが２４ｂｉｔ／
ｓａｍｐｌｅの処理について書かれている。つまりフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ
の場合、２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換した後の処理タイ
ミングが書かれている事になる。まず、基本となる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのタイミングにつ
いて述べる。ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８は内部が３ｂａｎｋに分かれており、それぞれ
のｂａｎｋに４８ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅのデータが格納できるように
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なっている。図１６の数字はＲＣＲＡＭｂａｎｋＮｏ．を示している。８００ｓａｍｐｌ
ｅ／ｆｉｅｌｄを４８ｓａｍｐｌｅ／ｂａｎｋ×１６ｂａｎｋ＋３２ｓａｍｐｌｅ（１ｂ
ａｎｋ）で処理していることがわかる。オーディオデータがＦＳ（サンプリング周波数４
８ＫＨｚ）レートでＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８に書かれる。Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔ（Ｆｉ
ｅｌｄ－Ｓｔａｒｔ）及びＣ２－Ｓｔａｒｔはコントローラ２６より来る処理タイミング
コントロール信号であり、Ｆｌｄ－ｓｔａｒｔから新しいフィールドデータがＲａｔｅＣ
ｏｎｖＲＡＭ２８に書き込まれる。図１６で新フィールドデータがｂａｎｋ２，０から順
にＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８に書かれていることがわかる。そして、次のＣ２－Ｓｔａ
ｒｔが来るとｂａｎｋ２，０のＣ２ＥＣＣ処理を開始する。ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８
からシステムクロック６６ＭＨｚでＣ２方向に読み出す。コントローラ２９でＣ２ＥＣＣ
処理を行ない、Ｃ２パリティを付加した後にＣ２ＲＡＭ３０にＣ２方向に書込みされる。
Ｃ２ＲＡＭすべてに書き終わるとＣ２ＲＡＭからＣ１方向に読み出し、ＳＤＲＡＭ書込み
アドレスと共にＳＤＲＡＭ読出／書込コントロール部３１に送られ、ＳＤＲＡＭ３２に書
かれる。このような処理をチャネル０から順にチャネル７まで時分割的に行なう。Ｃ２－
ＳｔａｒｔはＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８に２ｂａｎｋ分が書込みされる毎に来て、フィ
ールド最後はＦｌｄ－ｓｔａｒｔ信号と同時にＣ２－Ｓｔａｒｔがきて、カレントフィー
ルドで残ったデータを処理する。フィールド最後は結果的には１ｂａｎｋ分に満たない３
２ｓａｍｐｌｅ分の処理を行なっている。Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔ及びＣ２－Ｓｔａｒｔは、
コントローラ２６がオーディオタイミングジェネレータ２７より入力されるコントロール
信号から作っている。このようにしてフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのオーディオ
ＥＣＣエンコード処理が行われる。基本となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは
、コンバートレジスタ３４は使われない。
【００７２】
次に、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの信号が入力された場合について述べる。図
１４でわかるように、フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ時にはＥＣＣエンコード＆オ
ーディオ／ビデオ結合部４’へのオーディオ入力は９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２
０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）で来る。これをオーディオデータパックして８０
０ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換するわけだが、オーディオデータパッ
クの働きをするのは、図１５のコンバートレジスタ３４である。図１５のＳ／Ｐ変換部２
５は９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅのデータをフィールド
周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓと同様に処理してシリアル／パラレル変換する。Ｓ／Ｐ変換部
２５からコントローラ２６へ来るパラレルデータはＬＳＢファストで８ｂｉｔ単位に来る
。２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを送る時にはＬＳＢ４ｂｉｔ、ＭＤＢ（中間）８ｂｉｔ及び
ＭＳＢ８ｂｉｔに分割されて来る。これをコンバートレジスタ３４で２４ｂｉｔデータに
変換するわけだが、シーケンスの単位は９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／
ｓａｍｐｌｅで６ｓａｍｐｌｅを１シーケンスとしてこれを２４ｂｉｔ、５ｓａｍｐｌｅ
に変換する。すなわち、６ｓａｍｐｌｅ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを５ｓａｍｐｌｅ×
２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換する。よって、９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０
ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅは８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに
変換されることになる。
【００７３】
コンバートレジスタ３４の動作説明図を図１７に示す。コンバートレジスタ３４には２４
個（２４ｂｉｔ分）のレジスタがある。入力データは２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅであり、
図１７に示すように信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔを変換処理シーケンス先頭としてオーデ
ィオデータをレジスタにＬＳＢファストで順にＭＳＢの方に詰めて書込む。１サンプルデ
ータはさきほど述べたように、ＬＳＢ４ｂｉｔ、ＭＤＢ８ｂｉｔ、ＭＳＢ８ｂｉｔの３つ
に分解されてくるので、レジスタにも１ｓａｍｐｌｅを３つに分けて書込みしている。書
込み時、レジスタのＭＳＢまできたらＬＳＢの方に戻してサイクリックに書き込む。図１
７のコンバートレジスタの左側に書込みをしているｂｉｔを表し、右側に読出しをしてい
るｂｉｔを表した。例えば図１７のコンバートレジスタの左から４番目を見ると、書込み
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はＭＳＢ４ｂｉｔだけで、読出しはＬＳＢ８ｂｉｔであることが分かる。なお、コンバ－
トレジスタに対する書き込みと読み出しが同時に競合した場合には、書き込みが優先する
。
【００７４】
コンバートレジスタ３４の読み出しは最初の１ｓａｍｐｌｅ分は休んで、その後、ＬＳＢ
から８ｂｉｔ単位で読み出す。これがＲＣＲＡＭへの書込みデータとなる。図中Ａ～Ｆは
それぞれ独立のＳａｍｐｌｅを表しており、オーディオデータパック処理でどのようなデ
ータパッキングとなるかを説明している。コンバートレジスタ３４の読み出しは４８ＫＨ
ｚ系のクロックで行われるが、シーケンスの先頭ｓａｍｐｌｅで休みが入り、読み出しが
休みの時にはＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８への書き込みも休むようにコントロールする。
つまり６ｓａｍｐｌｅに１ｓａｍｐｌｅはコンバートレジスタ３４の読み出し及びＲＣＲ
ＡＭ２８の書込みが休みになる。また、コントローラ２９へのＣ２ＥＣＣ処理開始コント
ロール信号、Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔ信号、Ｃ２－Ｓｔａｒｔ信号などを作るもとになってい
る内部カウンタも、４８ＫＨｚ系で６ｓａｍｐｌｅに１回休んでカウンタを動かして信号
を作り出す。フィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／ｓで９５ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ系）
のカウンタ動作は、５０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは１１４ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ系）（＝９
５×６／５）で動作することになる。図１６のＦｌｄ－ｓｔａｒｔとＣ２－Ｓｔａｒｔが
重なっている部分から次のＣ２－Ｓｔａｒｔはフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓで９
６ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）の間隔となっているが、これをフィールド周波数５０Ｆｉ
ｅｌｄ／ｓで考えると１１４ｓａｍｐｌｅで９５ｓａｍｐｌｅ分（６０ｆｉｅｌｄ／ｓ）
のカウンタが進み、次の１ｓａｍｐｌｅはシーケンス始めなので休みとなり、次の１ｓａ
ｍｐｌｅでカウンタが進み、９６ｓａｍｐｌｅ分（６０ｆｉｅｌｄ／ｓ）カウンタが進む
。つまりＦｌｄ－ｓｔａｒｔの次のＣ２－Ｓｔａｒｔは１１６ｓａｍｐｌｅ（１１４＋１
＋１）で出ることになる。このようにして、コントローラ２９のＣ２ＥＣＣ処理もフィー
ルド周波数比倍で動作することになる。この時重要なのはＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８及
びコントローラ２９以降がＲＡＭ書き込みコントロール及び処理スタートコントロールに
よって周波数比倍の動作をしているということであり、ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８及び
コントローラ２９は、フィールド周波数６０ｆｉｌｅｄ／ｓの時と比べて何ら回路を変更
する必要がないということである。また、オーディオデータパック変換の際に６ｓａｍｐ
ｌｅに１ｓａｍｐｌｅの割合で，内部カウンタ及びコントロールを休むことによってフィ
ールド周波数比倍のレート変換を行なっており、図７に示した４８ＫＨｚ，４０ＫＨｚの
２つのクロックを使用してオーディオデータパックしている方式に比べると、４８ＫＨｚ
１つのクロックのみで、しかもわずか２４個のレジスタでレート変換できている。
【００７５】
次に再生側のＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５’の内部ブロック構成を図１
８に示す。Ｃ１ＥＣＣデコード処理部３６では、ＲＦデータに対してＣ１ＥＣＣデコード
（誤り訂正）が行われ、そのデータはＳＤＲＡＭ読出／書込コントロール部３１を介して
ＳＤＲＡＭ３２に書き込まれる。ビデオは、ビデオＣ２ＥＣＣデコード処理部４２にて、
ＳＤＲＡＭ読出／書込コントロール部３１でＳＤＲＡＭ３２から読出したデータをＣ２Ｅ
ＣＣデコード処理して、ビデオデータを出力する。一方オーディオであるが、タイミング
ジェネレータ３８は、フィールド信号及び、サンプリング周期（ＦＳ）信号をもらい、１
フィールドを計数している。この場合、フィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、５０Ｆｉ
ｅｌｄ／ｓ共にサンプリング周波数４８ＫＨｚであるから、フィールド周波数６０Ｆｉｅ
ｌｄ／ｓの場合には１フィールドあたり８００ｓａｍｐｌｅをカウンタで数え、コントロ
ーラ３９及びＣ１ＥＣＣデコード処理部３６に処理タイミングを与えており、フィールド
周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合には１フィールドあたり９６０ｓａｍｐｌｅをカウンタ
で数えコントローラ３９及びＣ１ＥＣＣデコード処理部３６に処理タイミングを与えてい
る。コントローラ３９はＣ２ＥＣＣデコード処理タイミングを作っており、そのタイミン
グを別のコントローラ３７に送る。またコントローラ３９は、ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２
８の読出しコントロールを行なっている。コントローラ３９内部にはコンバートレジスタ
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４１があるが、これは後で詳しく述べる。コントローラ３７は、コントローラ３９からの
Ｃ２ＥＣＣデコード処理開始タイミング信号Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔ及びＣ２－Ｓｔａｒｔに
応じてＣ２ＥＣＣデコードを行なう。ＳＤＲＡＭ３２からＳＤＲＡＭ読出／書込コントロ
ール部３１を介して必要なデータをＣ１方向に読み出し、それをＣ２ＲＡＭ３０にＣ１方
向で書込む。Ｃ２ＲＡＭ３０にデータが貯まると、次はＣ２方向にデータを読出してＣ２
ＥＣＣデコード処理を行ない、そのデータをＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８に書き込む。コ
ントローラ３７の動作及びＣ２ＲＡＭ３０とＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８とへの書込みは
、内部システムクロック６６ＭＨｚで行われる。コントローラ３９はＲａｔｅＣｏｎｖＲ
ＡＭ２８から４８ＫＨｚ系でデータを読み出す。そのデータはＳ／Ｐ変換部４０に送られ
る。Ｓ／Ｐ変換部４０はコンシール処理やミュート処理等を行った後、データがパラレル
シリアル変換されてＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ分離部５’のオーディオ出力
となる。
【００７６】
図１９にＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部５’のオーディオタイミングチャー
トを示す。図１９はフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ、１ｓａｍｐｌｅが２４ｂｉｔ
／ｓａｍｐｌｅの処理について書かれている。つまりフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／
ｓの場合、２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅから２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換する前の処理
タイミングが書かれている事になる。まず、基本となる６０Ｆｉｅｌｄ／ｓのタイミング
について述べる。ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８は内部が３ｂａｎｋに分かれており、それ
ぞれのｂａｎｋに４８ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅのデータが格納できるよ
うになっている。図１９の数字はＲＣＲＡＭｂａｎｋＮｏ．を示している。８００ｓａｍ
ｐｌｅ／ｆｉｅｌｄを４８ｓａｍｐｌｅ／ｂａｎｋ×１６ｂａｎｋ＋３２ｓａｍｐｌｅ（
１ｂａｎｋ）で処理していることがわかる。Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔ及びＣ２－Ｓｔａｒｔは
コントローラ３９より来る処理タイミングコントロール信号であり、Ｆｌｄ－ｓｔａｒｔ
から新しいフィールドデータがＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８より読み出される。図１９で
新フィールドデータがｂａｎｋ２，０から順にＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８より読み出さ
れていることがわかる。そして、それ以降切れ目なくＦＳレートでＲａｔｅＣｏｎｖＲＡ
Ｍ２８よりデータが読み出される。図１９で分かるように、ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８
のｂａｎｋはサイクリックに読み出される。Ｃ２－Ｓｔａｒｔは基本的にＲａｔｅＣｏｎ
ｖＲＡＭ２８の２ｂａｎｋが読み出される毎に出される。Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔが出た時か
ら新フィールドデータをＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８より読出さなければならないのでＦ
ｌｄ－Ｓｔａｒｔ前のＣ２－Ｓｔａｒｔで新フィールド最初のｂａｎｋをＣ２ＥＣＣデコ
ード処理する。図１９ではｂａｎｋ２が新フィールド最初のＢａｎｋであり、これをＣ２
ＥＣＣ処理している。新フィールド最初の処理ではＲＣＲＡＭの１ｂａｎｋ分を処理する
。Ｆｌｄ－Ｓｔａｒｔが来たら次の２ｂａｎｋ分を処理し、以降Ｃ２－Ｓｔａｒｔが来る
毎に２ｂａｎｋ分づつ処理をする。このようにしてフィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓ
のオーディオＥＣＣデコード処理が行われる。基本となるフィールド周波数６０Ｆｉｅｌ
ｄ／ｓではコンバートレジスタ４１は使われない。
【００７７】
次にフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓの場合について述べる。図１４でわかるように
フィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓ時にはＥＣＣデコード＆オーディオ／ビデオ分離部
５’のオーディオ出力はオーディオデータデパックして９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｌｅｄ
×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）で出力する。８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌ
ｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅをオーディオデータデパックして９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆ
ｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換するわけだが、オーディオデータデパックの
働きをするのは、図１８のコンバートレジスタ４１である。図１８のＲａｔｅＣｏｎｖＲ
ＡＭ２８より読み出すデータは２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅであり、８００ｓａｍｐｌｅ／
ｆｉｅｌｄ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅで来る。このデータはオーディオデータデパック
変換をコンバートレジスタ４１で行ない９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／
ｓａｍｐｌｅに変換する。図１８のコントローラ３９は、Ｓ／Ｐ変換部４０へ２０ｂｉｔ
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／ｓａｍｐｌｅを送る時にはエンコード時と同じようにＬＳＢ４ｂｉｔ、ＭＤＢ（中間）
８ｂｉｔ、ＭＳＢ８ｂｉｔに分割して送る。変換シーケンスの単位はエンコード時と同じ
く９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅで６ｓａｍｐｌｅを１シ
ーケンスとする。すなわち、５ｓａｍｐｌｅ×２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅを６ｓａｍｐｌ
ｅ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅに変換する。よって、８００ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×
２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅは９６０ｓａｍｐｌｅ／ｆｉｅｌｄ×２０ｂｉｔ／ｓａｍｐｌ
ｅに変換されることになる。
【００７８】
コンバートレジスタ４１の動作説明図を図２０に示す。コンバートレジスタには２４個（
２４ｂｉｔ分）のレジスタがある。入力データは２４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅであり、図２
０に示すように信号Ｆｉｅｌｄ－Ｓｔａｒｔを変換処理シーケンス先頭としてオーディオ
データをレジスタに書込む。この時、（Ａ）で示した順方向再生（Ｆｏｒｗａｒｄ）であ
ればＬＳＢファストで順にＭＳＢの方に詰めて書込む。又、（Ｂ）で示した逆方向再生（
Ｒｅｖｅｒｓｅ）であればＭＳＢファストで順にＬＳＢの方に詰めて書込む。また、読み
出す時にも順方向再生であればＬＳＢファストで順にＭＳＢの方に読出しする。逆方向再
生であればＭＳＢファストで順にＬＳＢの方に読出しする。コントローラ３９からＳ／Ｐ
変換部４０へデータを出力する際にはコンバートレジスタ読出におけるＬＳＢファスト又
はＭＳＢファストに合わせてＬＳＢ４ｂｉｔ、ＭＤＢ（中間）８ｂｉｔ、ＭＳＢ８ｂｉｔ
の３つに分割して送る。よって、順方向再生時はＬＳＢファスト、逆方向再生時はＭＳＢ
ファストになる。デコードもエンコードと同じく、書込み、読出し共にサイクリックにコ
ンバートレジスタ４１に書込み／読出しする。なお、書き込みと読み出しが同時に競合し
た場合には，読み出しを先に行う。
【００７９】
コンバートレジスタの書込みは５ｓａｍｐｌｅ書いた後、１ｓａｍｐｌｅ書き込みを休む
ようにコントロールする。つまり６ｓａｍｐｌｅに１ｓａｍｐｌｅはＲａｔｅＣｏｎｖＲ
ＡＭ２８からの読出し＝コンバートレジスタ４１への書き込みが休みになる。また、コン
トローラ３７へのＣ２ＥＣＣデコード処理開始コントロール信号やＦｌｄ－Ｓｔａｒｔ信
号、Ｃ２－Ｓｔａｒｔ信号などを作るための内部カウンタも４８ＫＨｚ系で６ｓａｍｐｌ
ｅに１回休んでカウンタを動かして信号を作り出す。フィールド周波数６０ｆｉｅｌｄ／
ｓで９５ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ系）のカウンタ動作は、５０Ｆｉｅｌｄ／ｓでは１１
４ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ系）（＝９５×６／５）で動作することになる。図１９のＦ
ｌｄ－ｓｔａｒｔとＣ２－Ｓｔａｒｔが重なっている部分から次のＣ２－Ｓｔａｒｔはフ
ィールド周波数６０Ｆｉｅｌｄ／ｓで９６ｓａｍｐｌｅ（４８ＫＨｚ）の間隔となってい
るが、これをフィールド周波数５０Ｆｉｅｌｄ／ｓで考えると１１４ｓａｍｐｌｅで９５
ｓａｍｐｌｅ分（６０ｆｉｅｌｄ／ｓ）のカウンタが進み、次の１ｓａｍｐｌｅでカウン
タが進み、９６ｓａｍｐｌｅ分（６０ｆｉｅｌｄ／ｓ）カウンタが進む。つまりＦｌｄ－
ｓｔａｒｔの次のＣ２－Ｓｔａｒｔは１１５ｓａｍｐｌｅ（１１４＋１）で出ることにな
る。このようにして、コントローラ３７のＣ２ＥＣＣデコード処理もフィールド周波数比
倍で動作することになる。この時重要なのはＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８やコントローラ
３７がＲＡＭ読み出しコントロールや処理スタートコントロールによって周波数比倍の動
作をしているということであり、ＲａｔｅＣｏｎｖＲＡＭ２８やコントローラ３７はフィ
ールド周波数６０ｆｉｌｅｄ／ｓの時と比べて何ら回路を変更する必要がないということ
である。また、コントローラ３９はオーディオデータデパック変換の際に６ｓａｍｐｌｅ
に１ｓａｍｐｌｅの割合で，内部カウントやコントロールを休むことによってフィールド
周波数比倍のレート変換を行なっており、先に示した図８の４８ＫＨｚ，４０ＫＨｚ２つ
のクロックを使用してオーディオデータデパックしている方式に比べると、４８ＫＨｚ１
つのクロックのみで、しかもわずか２４個のレジスタでレート変換できる。
【００８０】
ここでシャトル再生（Ｓｈｕｔｔｌｅ再生）を考えてみる。シャトル再生時には様々なフ
ィールドのデータが混じってしまう。ノーマル再生時には１フィールド内で図４のＥＣＣ
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ブロックは全て同じフィールドのデータであった。だからＣ２ＥＣＣデコードが出来るわ
けである。しかし、シャトル再生時にはＳｙｎｃデータ（Ｃ１方向のデータ）は元のまま
だが、Ｃ２方向に各Ｓｙｎｃデータを見ていくと異フィールド間のＳｙｎｃデータが混じ
り合っており、Ｃ２ＥＣＣデコードはできない。よって、シャトル再生時にオーディオデ
ータデパックを行なうと、図２１のようにオーディオデータデパックシーケンスは守られ
ているが、データパックされた各データは別のフィールド間データである。ここで注目す
べき事はオーディオデータパックで２４ｂｉｔにデータパックしたサンプルデータはその
ままであり、データパックの中のｂｉｔデータがバラバラになることはないということで
ある。図２１のＡ０，Ｂ０，Ｂ１，Ｃ１，Ｃ２，Ｄ２，Ｄ３，Ｅ３，Ｅ４，Ｆ４はそれぞ
れ別々のサンプルデータである。Ａ～Ｆはデータデパックシーケンスの何番めのデータか
を表しており、アルファベットの後の数字はフィールドを表しており、すべてバラバラの
フィールドデータがオーディオデータデパックされている様子を示している。図２１でわ
かるようにオーディオデータデパックシーケンスの５ｓａｍｐｌｅ（データパック後の２
４ｂｉｔ／ｓａｍｐｌｅ）中、最初と最後のデータパックにはＡ０，Ｆ４がそれぞれ欠損
なく入っていることが分かる。つまり、これらＡ０，Ｆ４はオーディオデータデパックし
ても必ず元の２０ｂｉｔ／サンプルデータに欠損なく戻せることが分かる。Ａ０，Ｆ４以
外は異フィールド間のデータが混じり合うのでこれはエラーデータとして、図１８のＳ／
Ｐ変換部４０でコンシール処理を行なう。具体的には、有効なデータで無効なデータを補
間して出力を構成する。これら一連の処理でオーディオデータがどのように変化するかを
図２１に示している。
【００８１】
上記の場合の応用で２０ｂｉｔ全てが欠損なく元のデータに戻らなくても、ＭＳＢ１６ｂ
ｉｔが元に戻っていればそのデータは使うという方法も考えられる。これを図２２に示し
た。オーディオデータデパック済みの２０ｂｉｔサンプルデータに対して、ＬＳＢ４ｂｉ
ｔを０に置き換えてＭＳＢ１６ｂｉｔを有効にする。このようにすれば、図２２のように
Ａ０，Ｂ１，Ｆ４が有効データとなる。先ほどと同様にこれら再生可能データ以外はエラ
ーデータとして、コンシール処理を行なう。ここではＡ０，Ｆ４の２０ｂｉｔまるごと再
生できるものまで一律にＬＳＢ４ｂｉｔを０にしているが、これは処理を簡潔にするため
であり、オーディオデータデパックシーケンスの最初と最後は２０ｂｉｔ丸ごと再生出来
るのだからこれらのサンプルはＬＳＢ４ｂｉｔを０にせず２０ｂｉｔそのまま再生データ
として使用するという方法もある。
【００８２】
【発明の効果】
本発明によれば、あるフィールド周波数に対応したオーディオ記録再生装置を基本として
、フォーマットを変えずにあらゆる種類のフィールド周波数、オーディオサンプリング周
波数に対応するオーディオ記録再生装置を実現出来る。また、オーディオのベースバンド
等ほとんどの処理はレートが変わるだけで処理内容は基となるフィールド周波数の記録再
生装置と同じなので同じ回路が使える。更に、１台の装置であらゆる種類のフィールド周
波数に対応するオーディオ記録再生装置を実現する場合を考えても、異なるフィールド周
波数でほとんどの回路が共通に使えるので、容易にマルチフィールド周波数対応のオーデ
ィオ記録再生装置が実現できる。
【００８３】
本発明によれば、ＥＣＣエンコード処理回路でオーディオデータのフォーマット変換を簡
単に処理できる。オーディオデータのフォーマット変換専用のデバイス（ＦＩＦＯ）は必
要ない。又、ＥＣＣエンコード処理回路にオーディオデータのフォーマット変換専用のク
ロックを入れる必要がないためにベースバンド系オーディオクロック１種類をＥＣＣエン
コード処理回路に入力するだけでよい。ＥＣＣエンコード処理回路にわずか２４個（２４
ｂｉｔ）のレジスタを設けるだけでフォーマット変換が実現可能である。ＥＣＣエンコー
ド処理回路の一部のコントロールを変更するだけでオーディオデータのフォーマット変換
以降ほとんどの処理（例えばレートコンバートＲＡＭ処理、Ｃ２ＥＣＣエンコード処理）
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が基となるＥＣＣエンコード処理回路そのままを使えるので追加回路がほとんど必要ない
。
【００８４】
本発明によれば、記録側のＥＣＣエンコード処理回路と同様に、再生側のＥＣＣデコード
処理回路でもオーディオデータのフォーマット変換を簡単に実行できる。オーディオデー
タのフォーマット変換専用デバイス（ＦＩＦＯ）は必要ない。又、ＥＣＣデコード処理回
路にオーディオデータのフォーマット変換専用のクロックを入れる必要がないために、ベ
ースバンド系オーディオクロック１種類をＥＣＣデコード処理回路に入力するだけでよい
。ＥＣＣデコード処理回路にわずか２４個（２４ｂｉｔ）のレジスタを設けるだけでフォ
ーマット変換を実現可能である。ＥＣＣデコード処理回路の一部のコントロールを変更す
るだけで、オーディオデータのフォーマット変換より前の段階のほとんどの処理（例えば
レートコンバートＲＡＭ処理、Ｃ２ＥＣＣデコード処理）が、基となるＥＣＣデコード処
理回路そのままを使えるので、追加回路がほとんど必要ない。順方向可変再生、逆方向可
変再生といったトリクプレーにも対応できる。
【００８５】
本発明によれば、オーディオデータをフォーマット変換して記録した媒体を再生対象とし
ている。ここで、シャトル再生時には異フィールド間のパックデータが再生されるわけで
、これをそのまま逆フォーマット変換で元に戻しても、全く違うフィールド間サンプルの
ＭＳＢ，ＬＳＢが逆フォーマット変換で合成されたデータとなる。よって、記録時のデー
タにはない全く違ったデータ値になる。これではシャトル再生音が大きなノイズとなる。
このためオーディオデータパックされたものをシャトル再生する際には、やむなく全ての
データをミュートしていた。そこで、異なるフィールドに属するオーディオデータを混合
してシャトル再生を行う場合、変換部で固有フォーマットに戻されたサンプルのうち正し
いビット列を含む有効サンプルのみを出力することで、シャトル再生音を出すことができ
る。
【００８６】
本発明によれば、あるフィールド周波数に対応したビデオ記録再生装置を基本として、フ
ォーマットを変えずにあらゆる種類のフィールド周波数、ビデオ画枠に対応するビデオ記
録再生装置を実現出来る。又、ビデオのベースバンド処理、ビデオ圧縮、伸張、誤り訂正
符合化等ほとんどの処理はレートが変わるだけで処理内容は基となるフィールド周波数の
記録再生装置と同じなので同じ回路が使える。更に、１台の装置であらゆる種類のフィー
ルド周波数に対応するビデオ記録再生装置を実現する場合を考えても、異なるフィールド
周波数でほとんどの回路が共通に使えるので、容易にマルチフィールド周波数対応のビデ
オ記録再生装置が実現できる。加えて，ビデオの有効画枠が同じ場合には記録メディアの
フォーマットがフィールド周波数によらず全て同じになる。よって、あるフィールド周波
数で記録されたメディアを違うフィールド周波数で再生しても画像の再生が出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】基本となるデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】シリアルで入力されるオーディオデータを示す模式図である。
【図３】ビデオデータのフォーマット図である。
【図４】オーディオデータのフォーマット図である。
【図５】本発明に係るデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の実施形態を示すブロッ
ク図である。
【図６】図５に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の動作説明に供する模式
図である。
【図７】図５に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるオーディオデ
ータパック部の動作説明に供する模式図である。
【図８】図５に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるオーディオデ
ータデパック部の動作説明に供する模式図である。
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【図９】本発明に係るデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の他の実施形態を示すブ
ロック図である。
【図１０】図９に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の動作説明に供する模
式図である。
【図１１】基本となるデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の他の例を示すブロック
図である。
【図１２】本発明に係るデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の別の実施形態を示す
ブロック図である。
【図１３】図１２に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の動作説明に供する
模式図である。
【図１４】本発明に係るデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置の実施形態を示すブロ
ック図である。
【図１５】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるＥＣＣエ
ンコーダ＆オーディオ／ビデオ結合部の構成を示すブロック図である。
【図１６】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるＥＣＣエ
ンコーダ＆オーディオ／ビデオ結合部の動作説明に供する模式図である。
【図１７】図１６に示したＥＣＣエンコーダ＆オーディオ／ビデオ結合部に含まれるコン
バートレジスタの動作説明に供する模式図である。
【図１８】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるＥＣＣデ
コーダ＆オーディオ／ビデオ分離部の構成を示すブロック図である。
【図１９】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置に含まれるＥＣＣデ
コーダ＆オーディオ／ビデオ分離部の動作説明に供する模式図である。
【図２０】図１９に示したＥＣＣデコーダ＆オーディオ／ビデオ分離部に含まれるコンバ
ートレジスタの動作説明に供する模式図である。
【図２１】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置で行われるシャトル
再生動作の一例を示す模式図である。
【図２２】図１４に示したデジタルオーディオ／ビデオ記録再生装置で行われるシャトル
再生動作の他の例を示す模式図である。
【符号の説明】
１…ビデオベースバンド処理部、２…ビデオ圧縮部、３…オーディオベースバンド処理部
、４…ＥＣＣエンコード＆オーディオ／ビデオ結合部、５…ＥＣＣデコード＆オーディオ
／ビデオ分離部、６…ビデオ伸張部、７…ビデオベースバンド処理部、８…オーディオベ
ースバンド処理部、９…オーディオデータパック部、１０…オーディオデータデパック部
、１１…ビデオクロックコンバータ、１２…ビデオクロックコンバータ、１３…オーディ
オレートコンバータ、１４…オーディオレートコンバータ、２６…コントローラ、３４…
コンバートレジスタ、３９…コントローラ、４０…Ｓ／Ｐ変換部、４１…コンバートレジ
スタ
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